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給水配水一体化システム

管材事ۀ部

給水管引き込み部耐震化の実現 既設管との確実な接合を実現するJIS外径寸法

従来管路との高い互換性・新旧の高い視認性 長寿命な配水・給水システムを実現

給水配水の融着一体化ご採用事例（JIS外径）
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ゴミ噛み防止型

水道給水用ポリエチレン管（青ポリ）の設備配管に最適!

吸排気弁
ゴミ噛みによる
トラブル大幅に解消

ఀిɾ断水なͲで給水
ѹྗがԼ、ཱ管が
ෛѹになると、大ۭؾ
孔が開きଟ量ؾٵ。ॅ
ࠐいٵからཱ管のށ
Έྲྀٯを੍します。

急速吸気時

給水ཱ管に給水開࢝
時、ٵഉؾ弁のখۭؾ
孔から؇かにഉؾ。
弁ࣨに水໘が౸ୡ
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き、খۭؾ孔が閉じ、水
໘上ঢはਤのҐஔで
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給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～

公益財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事
故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く
ことを目的にした書籍です。

【主な事例】１誤分岐接合…工業用水管等11事例　２給水装置の構造及び
材質の基準に不適合で生じた事故…クロスコネクション31事例 ウォーターハ
ンマ18事例　配管工事に関わる事故23事例　合成樹脂管と有機溶剤21事
例　給水用具の不具合による事故3事例　漏水による公衆災害６事例
【参考資料】１厚生労働省からの通知等　２事故の予防事例（立入調査）
　※本書の第二版（給水装置の事故事例に学ぶ  Ⅱ）は当財団HPで公開中。

問い合わせ・申し込み先　公益財団法人 給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目7番1号

小田急第一生命ビル12階　　　　
　　　　　　電話 03-6911-2711/FAX 03-6911-2715





きゅうすい工事

目　　次

Vol.23/No. 1 /2022  冬季（新年）号

■年頭所感
新年を迎えて……………………………………… 岡澤　和好	 1

■エッセイ　水鞠
給水装置の想い出………………………………… 増子　　敦	 2

■特集　給水装置における広域連携の事例を追う
●事業統合に伴う給水装置工事施行基準の統一までの経過と効果
　…………………………………………………… 稲田　健治	 5
●愛知県内の自治体と連携した給排水工事オンライン
　申請システムの検討…………………………… 新岩　康正	 8
● 4 市 2 町における給水装置・排水設備工事事業者の指定等に係る
　事務の一元化…………………………… ㈱日本水道新聞社	 12

■給水装置技術講座〔45〕
給水負荷の算定法　第 4回　新しい給水負荷算定法
　…… 村川　三郎、池田　大輔、坂本　和彦、高田　　宏	 16

■連載　給水装置関連企業の最新動向⑥
●株式会社清水合金製作所…………………………………… 	 26

■令和３年度給水装置工事主任技術者試験問題	
　及び正答番号一覧	 	 28

■財団ニュース
●給水装置工事主任技術者研修 現地研修会
　令和 3年度の実施結果及び実施予定について…………… 	 70
●給水装置工事配管技能検定会
　令和 3年度の実施結果及び実施予定について…………… 	 72

■給水工事技術振興財団ダイアリー	 	 74

■編集後記	 	 75

■広告目次（50音順）
給水システム協会……………後付け
コスモ工機……………………前付け
清水合金製作所………………前付け
積水化学工業………………表紙－２
第一環境………………………前付け
大成機工………………………後付け
タブチ…………………………後付け
東洋計器………………………前付け
日邦バルブ……………表紙２－対向
日本ポリエチレンパイプシステム協会
　………………………表紙－３対向
日之出水道機器………………前付け
フジテコム……………………後付け
前澤給装工業………………表紙－３



 ● Vol.23  No.1  2022. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

1

৽Λܴ͑ͯ

年಄ॴײ

ʢެࡒʣڅਫٕࣄज़ৼஂࡒڵ
ཧࣄɹԬᖒɹ

օ༷、新年໌けましておめでとうご͟います。
年ࡢ �݄、ԑあって給水工事技術ৼࡒڵ団の理
事にबいたしました。ෆ׳れではあります
が、前のᚸฑ理事同༷にご指導、ごฬᎪを
。いいたしますئりますΑうΑΖしくおࣀ
実は、ࢲは、かつてްੜলの水道උ՝ٴ

ͼ水道ڥ෦として、水道行の一を୲っ
ていたݧܦがあります。そのࠒから 2� 年Ϳりの
水道事業での業務に当たることになりまし
たが、ࠃՈ੍ݧࢼの導入など、この間の給水
装置੍や技術のඈ༂的な進లには、目֮まし
いものがあると思います。
さて、日ຊは、ྑ࣭な水ݯにもܙまれ、ଟく

の都市水道で「おいしい水道水」のڙ給が行Θ
れてきました。実際、日ຊの水道では、水ݯや
取水地のબ定、ড়水方法のબ定等について、
施ઃのݐઃஈ֊もؚめて、それͧれの水道事業
者ごとにదなରԠが行Θれ、最終的には水道
事業者が給水したྑ࣭の水道水を、దな給水
装置を௨͡て֤Ոఉに給水するというシステム
が定ணしています。
ただ、そうした給水装置に係る技術水準向上

のྗも水道事業者ごとにばらばらであり、ඞ
ͣしもશࠃϕースでのվળに結ͼついていな
かった໘があります。そのため、給水装置工
事技術のࣝ等についてશࠃ共௨のݧࢼを実施
し、工事事業者の共௨の֨ࢿを༩えることで、
શࠃどこの地域でも給水装置に伴うԚછ等のݒ
೦がなく水道水をར用してもらえるという体੍
をඋすることを目的に、ฏ �年に給水装置
工事ओ技術者のࠃՈ֨ࢿがઃされました。

団は、こうした動きに合Θせ、給ࡒどものࢲ
水装置工事技術者のཆ、給水装置工事技術の
։ൃ・ௐ査・ڀݚを推進することを目的として、
ฏ �年 � ݄にઃཱされました。当時ࢲはްੜ
ল水道උ՝の৬にあり、ࠃՈݧࢼの実施等
についてࡒ団との૬ஊに༬かったݧܦもありま
す。それ以降、給水装置工事ओ技術者のࠃՈ
についてはݧࢼ 4の աし、すっかܦをلੈ�
り水道քに定ணしてきたとݴえると思います。
しかし、その一方では、最近では地ٿԹஆ化

の進ల等にΑり෩や大Ӎのൃੜもසൃし、֤
地でこれまでにݧܦしたことがないΑうなϨϕ
ルでの水にも໘するΑうになっています。
給水装置のഁଛ等水等に伴う給水τラϒルに
ରॲするため、෮چ等に当たって水道工事事業
者が水道事業者とྗڠして取り組Ήき内༰も
ଟذになっており、当ࡒ団の果たすきׂが
ますますॏ要になってきていると͡ײています。
年は日ຊでࡢ �� 年Ϳりのオリンϐοク・ύラ

リンϐοクが։࠵されましたが、あいにくίϩ
φՒのܹ化とॏなり、΄΅શてのڝ技がແ٬؍
での։࠵ということになりました。そうしたί
ϩφՒのӨڹにΑり、ここ 2年΄どは、当ࡒ団
の事業についても、අ用のߴಅにՃえてडݧ者
数もݮগ向にあり、ࡒ໘でのテί入れがૣ
。となっておりますگにඞ要なঢ়ٸ
につ੍ݧࢼՈࠃ一のࠃ団としては、શࡒ

いて、今後ともݧࢼのదな実施にՃえて、ड
者のརศੑを考ྀした੍վળを進めてまいݧ
るॴଘでありますので、օ༷方におかれまして
も、ご理解とごྗڠをΑΖしくおئいいたします。
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給水装置ͷ͍ग़
ɹರࢠ૿
（特非）日本オゾン協会会長

ུྺ
1978年	 東京都水道局入局
2011年	 水道局長
2013年	 東京水道サービス㈱代表取締役社長
2020年	 現職

はࢲ ���� 年に౦ژ都水道ہに入って最ॳの 2
年間に給水装置の事に携Θり、お٬༷目ઢを
学んだ。そのおかげで、その後の 4� 年以上にΘ
たる水道ਓੜはとてもָしいものになった。
事は、ԖにସΘる新しい給水の最ॳのࢲ
をԿにするかということだった。Ԗはऑい
のでଞ企業工事でইつけられ、࿙水がଟくて地
にもऑく、水࣭も৺だった。༷ʑなをス
ίοϓでইつけたりを組んで༳らしてみた
りしたが、ੑはステンϨスがൈきんでてい
た。題はステンϨスのछྨで、一ൠ的な ��4
ステンϨスにするかੑߴの ��� ステンϨスに
するかだった。ࢲはその৯ੑのൺֱをされ
た。アϝリΧでの৯のݧࢼσーλは大
で、それを見ると ��� の方が৯にѹ的
にڧいため、そのࠩをάラϑにして、��� の༏
Ґੑを説໌した。গしはுるが結ہ ��� の࠾
用がܾまった。��� はిൃྗࢠݪॴで使Θれる
もので、ϝーΧからはຊ当にこれ΄どのڃߴ
を使うのかとさえݴΘれた。���� 年から使用が
まり࢝ 4� 年以上ܦつが、��4 を࠾用していたら
౦ژの࿙水は今΄どԼがらなかったと思う。
࿙水の低さは、���� 年からܧ手のいらないը
期的なऄෲになったのも大きくݙߩしている。
これ΄どྑいステンϨスだが、ੈ間ではߴ
くて使えないというޡ解がある。֬かに、材料
අはϓラスνοクの 2ഒする。しかし、ϝー
λ上ྲྀのステンϨスの材料අは۷やฮ装を
ؚんだશ体の工事අの �ׂにա͗ない。だから、
ステンϨス࠾用のίスτアοϓは �ˋだ。し
かもण໋で࿙水がなく、地にڧく、施工ੑ
もྑい。結ہライϑαイクルίスτ（-$$）が

҆くて最も༏れているといえる。現ࡏ、日ຊൃ
のこの技術がίスτҙࣝのߴい、ؖࠃなど
でೝめられ使Θれている。ࠃ内でもっと 13が
ඞ要だ。
次は結給水のおしである。���2 年ൃ行の

ॻ੶「地ڥٿ時の水道」（共ஶ）のதでࢲは
૿ѹ結給水を୲当し、これをఏҊした。当時、
給のڙのஷ水૧は水と同༷にध要とݐ
Ϊϟοϓをௐするػがあり、ஷ水૧がなく
なると水がଟ大なӨڹをडけると教えられ
た。ࢲはຊのதで、そうではなく、ஷ水૧の水
は使Θれるとす͙ิ給されるので見かけ上は
結給水と同͡で、結給水を導入しても水
にӨڹを༩えないから૿ѹ給水を導入すしと
ड़た。その後、これは౦ژ都の実ݧでも検ূ
され、ΉしΖஷ水૧のҾき入れྲྀྔの方が結
のԿഒにもなることが֬ೝされた。そして ����
年から౦ژ都で૿ѹ結給水が࢝まった。
ཌ年、実際に૿ѹ結給水が導入されたݐ

を見るػձがあり、これにシϣοクをडけた。
そのݐは だったが、ϙンϓは今まで一ݐ֊�
も動いたことがないということだった。水道の
ѹྗがߴいとόイύスルーτを௨り、ϙンϓは
動かない組みになっている。ඞ要のないϙン
ϓをお٬༷に੍ڧしていることをলした。こ
れがその後のѹ給水֦大のݪ動ྗとなった。
ϙンϓなしのѹ給水にはある՝題があり、

内でରもあった。それは、今はѹ給水でہ
きても、কདྷにܥ統ม更などで水ѹがԼがった
合どうするかという՝題だった。これは「そ
の合はϙンϓをける」という೦ॻをお٬༷
からもらっておくということで解ܾされ、2��4

ɹರࢠ૿
（特非）日本オゾン協会会長

ུྺ
昭和58年 4月	 横浜市入庁
平成25年11月	 総務局長
平成28年 4月	 水道局長
令和 ２年 7月	 神奈川県内広域水道企業団副企業長
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年にѹ給水がスλーτした。それから �� 年ܦ
つが、これまでその೦ॻにΑってϙンϓをけ
たことはない。それだけѹྗはेだし、ѹྗ
を大きくԼげないΑうにもしている。
その後、結給水֦大に向けて、༷ʑなࡦを

講͡た。結給水の計算法は҆શを見ա͗てい
たのでൈຊ的に見した。元の水ѹを一にܾ
めるのではなく、現地の水ѹを計ってそれで計
算することにした。最上֊で 2� ̼の水ѹを֬อ
する規定も、ߴՍ水૧方式の̼̑前後とൺる
と大きす͗たので、ߴՍ水૧ฒみにԼげた。ྲྀ
ྔ計算式も水使用の実ଶに合うΑうにগなく見
した。طଘのݐを結給水にվする際に、
給水をଠくする合は、水ذからϝー
λまでをہのඅ用で行った。
これらにΑりѹ方式のൣғが大෯に広が

り、૿ѹϙンϓもখさくなった。ここ �� 年ఔを
見ると、新ஙの �֊以上のϏルやマンシϣンは
都内で年間 ���� ౩΄どあるが、その � ׂ以上
は結方式を࠾用している。ஷ水૧方式とൺ
るとઃ置අがだし、ҡ࣋理අもগないか
θϩとなるからだ。طଘのஷ水૧のݐを結

給水にվするのも年間 2��� ʙ ���� ౩あり、
ѹ給水の方が૿ѹ給水Αりଟい（ਤ）。
վඅはお金がかかるが、ϙンϓのిؾは

গまたはθϩになり、ஷ水૧の検ਗ਼අもݮ
なくなる。いったいԿ年で元を取れるのかがマ
ンシϣンの理事ձなどで題になるので、その
計算ιϑτも࡞った。౦ژ水道᷂の)1に「
結ସえඅ用ରޮ果計算システム」があり、こ
れで計算できる。
これだけྗを入れてきたのも、ແಧでѹ給

水にりସえるέースがଟ数あったからでもあ
る。ਖ਼式にಧをग़すと結の計算݅がݫしす
͗て、අ用が �ഒもする૿ѹ方式になってしま
う。ਖ਼者がଛをするのはなくしたい。それと、
ѹྗは水道ہのものではなく、お٬༷の࢈ࡒな
ので、それをお٬༷にؐྗۃ元したいという思
いがあったからだ。
は最近ࢲ :PV5VCF で「水道の」を連載し

ている。一ൠの方や水道関係の方に水道のこと
をもっとえたいという思いである。「水道の
」で検ࡧして、ͥͻごཡいただきたい
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ਤ　ஷ水૧͔Β݁給水のվ౩（طଘビル）
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ಛू⁞

水道法վਖ਼にΑり、指定給水装置工事事業者੍の更新੍が導入された。水道法վ

ਖ਼に合Θせて、あるいはվਖ਼と前後して給水装置工事事業者の指定・更新等に係る事

務の一元化、給排水工事申請の共同化・オンライン化など、給水装置においても

広域連携をは͡めとする新たな取組みが࢝まりつつある。

ຊ特集では、事業統合にΑり給水装置工事施行基準の統一などをਤった香川県広域

水道企業団、Ѫ県内の市町村と給排水工事申請の共同化・オンライン化の検討を進

める豊田市、 4 市 2 町における給水装置・排水ઃඋ工事事業者の指定等に係る事務

の一元化を行った金沢市の事例を紹介する。

特集
給水装置における
広域連携の事例を追う
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ಛू⁞

�ɽ৫ମ੍ͷมભ
香川県広域水道企業団（以Լ、「企業団」とい
う。）は、香川県内 �市 �町の水道事業と県の水
道用水ڙ給事業が統合し、શࠃॳの県内一水道
としてฏ 2� 年 �� ݄にൃし、ฏ �� 年 4 ݄
から事業を։࢝しました（Ԭࢁ県ଆからड水す
る島町をআく）。ྩ元年までは企業団ຊ෦
おΑͼ �� 事務ॴでߏしており、ྩ 2年か
らは �つのϒϩοク統ׅηンλーおΑͼ広域ૹ
水理ηンλーをઃ置し、業務を集しました。
現ࡏは、�つのϒϩοク統ׅηンλーの૭ޱで
給水装置工事のड業務を行っています（ਤ 1
ʙਤ �）。

事ۀ౷߹ʹ͏給水装置工事
施行ج४の౷Ұ·ͰのܦաͱޮՌ

߳ݝҬ水ಓஂۀا
࣏ը՝ɹҴాɹ݈ܭ

ਤ 2　組৫ମܥਤ

ਤ 1　ϒϩοク౷ׅセンター配置ਤ
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ಛू　給水装置ʹ͓͚ΔҬ࿈ܞͷ事ྫΛ͏ಛू⁞

�ɽࡏݱͷڅਫஔࣄͷਃͷϑϩʔ
給水装置工事の申請は、工事ॴをする
ϒϩοク統ׅηンλーでडけけしています。
工事内༰を審査した後にՃ入金や手数料をೲ
していただき、工事の施行をঝೝします。த間
検査（ذ、ਂ、水ѹ֬ೝ等ඞ要な合）お
Αͼॡ工検査は、ݪଇとして৬һが現地ཱձに
Αり実施しています（ਤ 5）。

�ɽڅਫஔجߦࢪࣄ४Λ�
ɹɹ౷Ұ͢Δ·Ͱͷܦ౼ݕա
ฏ 2� 年 � ݄ 2� 日けްੜ労ಇল݈ہ߁水
道՝௨「給水装置工事事業者の指定੍等
のదਖ਼なӡ用について」にΑり、指定給水装置
工事事業者（以Լ、「指定業者」という。）にର
する講श・ݚमを実施するなど、ॴ要のા置を
講͡ることがࣔされました。これに基ͮき、ฏ
2�年にॳめて県内��水道事業者合同で指定
業者ݚमを実施しました。この際、�� 水道事業
者ごとの給水装置工事施行基準（以Լ、「施行基
準」という。）に関する説໌がॱ൪に行Θれると
いう事ଶになり、水道事業者の୲当者間で、施
行基準を統一すきとのҙ見があがり、୲当者
間でٞڠが࢝まりました。これに伴い、給水装
置工事施行申請ॻ（以Լ、「施行申請ॻ」という。）
も༷式の統一が検討されることになりました。
当時はԼ水道෦がؚまれる水道事業者があ

ૌ৭౹ޛ

ਤ 3　組৫౷合લ ਤ �　組৫౷合ޙ

申請書作成
申請書受付

(各センター）

設計審査

修正指⽰
修正

加⼊⾦・⼿数料
⽀払い

審査完了

納付書発⾏

施⼯承認施⼯

検査申込
中間検査

竣⼯検査

指定業者 企業団

図５ 給⽔装置⼯事フロー
ਤ 5　給水装置工事ϑϩー
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るなど市町ごとの組৫体੍のҧいや、手数料、
例規、ӡ用のҧいなど༷ʑなোนがあったこと
から統一はࠔ難をۃめ、ฏ 24 年には県内൛
の施行基準がしましたが、市町ごとの基準
を集するఔで、上がりとしてはຬのい
くものにはなりませんでした。
また、施行申請ॻについても統一した༷式に

なりませんでしたが、基ຊ的な置やઃ計ਤの
ຌ例などはը一的に合Θせることで合ҙし、ฏ
 24年に市町それͧれの施行申請ॻの༷式を
ม更しました。こういったܦҢで、すでに県内
一ԁでҧいはあるもののࣅ௨った༷式が使Θれ
ていたことから、ฏ �� 年の企業団の事業։
時には大きなࠞཚもなくスムーζに統一した࢝
༷式とҠ行することができました。当時の֤
市町の୲当者が、広域化の検討を࢝める以前か
ら題ҙࣝを࣋って取り組んできたことは、ܾ
してແବなྗではなかったと実ײしています。
企業団としての事業։࢝後は、給水装置工事

の申請からॡ工までを理する「給水工事理
システム」の導入にซせて、手数料やӡ用に関
する基準等の統一をஈ֊的に進めてきました。
施行基準については、چ事業者ごとの୲当者で
をॏͶ、使用材料、申請の手続、検査基準ٞڠ
等の統一を検討し、ྩ �年から新たに統一
した施行基準でӡ用しています。また、水道ϝー
λーपりの使用材料等、統一できなかった෦
については、ϒϩοク統ׅηンλー基準として
ઃけることになりました。
今後、当企業団の施行基準としてӡ用してい

くதで、վ定を܁りฦし、ΑりΑいものに更新
していきたいと考えています。

�ɽ౷߹ʹΑΔޮՌ
統合にΑるޮ果としては、施行申請ॻの統一

にΑる申請ॻ࡞࡞業における負୲のܰݮや、
施行基準の統一にΑる給水装置工事の地域֨ࠩ

の解ফ、手数料の統一にΑる給水装置工事申請
者の負୲のެฏੑの֬อがڍげられます。また、
市町ごとに業者を指定していたものを当企業団
が一ׅして指定できるΑうになったことにΑ
り、指定業者の更新手続きに係る負୲もܰݮす
る΄か、指定業者にΑるैདྷの指定۠域をӽえ
た申請も見られるΑうになりました。ଞにも、
給水工事理システムにΑる工事施行σーλの
一元理ができるΑうになり、༷ʑなσーλの
ར用がՄになりました。

�ɽޙࠓͷ՝ల։
当企業団では、ྩ �� 年の水道料金の統一

にซせてՃ入金の統一を予定しており、これか
ら検討を։࢝します。また、広域化にΑりฏ
�� 年 4 ݄ � 日に指定業者を一ׅ指定したことか
ら、業者の ��ˋが同時期に更新期限（ྩ �年
�݄ 2� 日）をܴえることになるため、集தする
更新事務のରԠを考えなくてはなりません。
また、給水工事理システム以֎はアφϩά

な業務体੍であるため、給水装置工事における
検査の導入についても、今後検ࢠ申請やిࢠి
討していくඞ要があると考えています。

�ɽޙ࠷ʹ
給水装置工事は、水道施ઃの統合や水のར活

用などといった広域化にΑる目ཱったޮ果をײ
͡られるではありません。また、施行基準
やӡ用等は地域にΑって大きく異なり、例規等
のରԠもඞ要なことから、統一することは
૾以上に大มな࡞業です。しかしながら、統一
したӡ用を行っていくことにΑり、工事や手続
きにおける地域ࠩが解ফし、お٬༷αーϏスの
向上につながっていくと考えています。
これから広域化を検討している水道事業者に

おいて、当企業団の取組みがご参考となりまし
たらいです。
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ಛू 

๛ా্ࢢԼ水ಓاہը՝
෭՝ɹ৽ؠɹ߁ਖ਼

Ѫݝの࣏ࣗମͱ࿈ͨ͠ܞ
給ഉ水工事ΦϯϥΠϯਃ
γεςϜのݕ౼

�ɽ͡Ίʹ
新ܕίϩφイルスײછのຮԆをػܖに、
ࣾձશ体の%9がՃするத、行αーϏスに
おいてもσδλル技術等を活用したॅຽのརศ
ੑ向上がٻめられています。一方、ਓһݮに
Αる一ਓ当たりの業務ྔは૿Ճ向にあり、業
務のޮ化はۓ٤の՝題となっています。この
Αうなࣾձのத、ຊ市においてはྩ�年�
݄に「豊田市σδλルڧਟ化ઓུ」をࡦ定し、
ਓݮޱগやࣾྸߴձの進ల等に伴いੜ͡る
༷ʑな地域՝題を解ܾするため、*$5をੵۃ的
に活用していく方をࣔし「給排水工事オンラ
イン申請システム」（以Լ、「給排水システム」
という。）をॏ事業の一つにҐ置け、ྩ�
年4݄のӡ用։࢝を目指しています。

�ɽݕ౼ʹணखͨ͠എܠɾత
ຊ市の給排水工事申請は、近�Χ年のฏۉ
で年当たり����݅となっており、事前૬ஊや
ॻྨ審査など、業務ྔは大で୲当৬һの時間
。ৗ化しています߃務はۈ֎
また、申請者や申請者から委をडけた理
ਓ（以Լ、「申請者等」という。）とのやりとり
は基ຊ的にର໘で行っている΄か、申請ॻや工
事ண手ಧなど事務にඞ要となるॻྨはґવとし
てࢴϕースで理しています。そのため、一連
のϓϩηスが了するまでに、申請者等はෳ数
回དྷிするඞ要があります。
このΑうなঢ়گを౿まえ、行、申請者等の
方においてಇき方をվֵし、給排水工事申請
に係Θる事務のޮ化と新たなੜ活༷式にରԠ
したඇର໘ܗ式の業務ϑϩーをཱ֬することを

目的として、給排水工事申請に係Θる一連のϓ
ϩηスのオンライン化をਤることとなりました
（ਤ1）。

�ɽظ͢ΔޮՌ
給排水工事申請に係Θる事務をσδλル化す

ることにΑり、ଟくのޮ果がಘられます（表1）。
申請者等は基ຊ的にདྷிするඞ要がなく、ຊ市
のࢼ算ではਓ݅අや೩料など�申請当たり4
ઍԁఔのܦඅݮになると考えています。ま
た、行においてはࢴでडけけた申請ॻをシ
ステムに入ྗする手間のলྗ化や、૭ޱରԠが
ることにΑり審査等事務ॲ理に集தできるこݮ
となどにΑって、�申請当たり��ఔの工数
。んでいますࠐを見ݮ

�ɽѪݝ࣏ࣗମͱͷڞಉར༻ʹ͚ͯ
給排水工事申請に係Θる事務は、શࠃの地方

自治体で行Θれている業務であることから、そ
のϓϩηスに大きなҧいはなく、๊えている՝
題も共௨していると考えられます。また、新し
いシステムの導入にはଟֹのඅ用がඞ要になり
ます。Ճえて、広域化・共同化にΑる基൫ڧ化
の取組みもશࠃでՃ化しています。そのため、
給排水システムを導入するに当たり、ຊ市୯ಠ
事業とするのではなく、Ѫ県内自治体との共
同ར用を目指すこととしました（ਤ2）。共同ར
用とすることで、システムߏஙやӡ用に係Θる
ίスτの負୲ܰݮをਤり、ൺֱ的খ規な自治
体においてもඅ用ରޮ果がಘられる事業スキー
ムを考えています。
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ᅗ１.䝥䝻䝉䝇䝣䝻䞊ᅗ
申請者等 地⽅公共団体

事前協議
・相談

相談
受付・回答

給排⽔申請 給排⽔申請
受理

審査

承認通知承認通知
受理

⼯事着⼿届
提出

⼯事着⼿届
受理

⼯事完成届
提出

⼯事完成届
受理

現場検査
依頼

検査⽇
決定

検査結果
通知

検査結果
受理

【凡例】 オンラインによる⼿続き

ਤ 1　プϩセεϑϩーਤ

ᅗ３. 」数⮬య䛷䛾ඹྠ⏝䜲䝯䞊䝆ᅗ

給排水工事
オンライン

申請システム

C市

申請者等Ａ

事前相談
給排水申請
承認通知

現場検査依頼
など

クラウド

B町

A市

申請者等Ｂ

申請者等Ｃ

ᅗ䠎.⤥Ỉᕤ事申請䛾䝕䝆䝍䝹化䛻䜘䜛䝯
䝸䝑䝖

߷࡙۴੧

Θഫڸ␁␂ࡆْېಳ␆֢̱

െஷੇ৳բ␃␠␣Ԛ費ٓբ

߁֦ࡅ␃␠␣利జܕ࡙߷ૈ⎠⎡⎞Іۀ⎟⎝

तೌԋࡐ⏜⏯߱␢␠␃ېκഫࠄࠞ␆ې ␂␁

ঁు֠Ғॶढ

システムඋۀІ␆ٓբ੧ڸಳ␆֢̱

֥࣡त̔բ␃␠␢߭؞੧⌊ڸಳݦ൛␃ܶঘ

߁֦␆ࡅ੧␆⑊スϹ൛ٸϹ൛⌎負͍௰্ࠄ

ֳʠ̱⌎Ғ̱␆ࠞࠄ ␂␁

表 1　給ഉ水工事ਃのσδタル化にΑるϝリοτ

ਤ 2　ෳ࣏ࣗମͰのڞ同ར用イϝーδਤ
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ಛू  Ѫݝͷ࣏ࣗମͱ࿈ͨ͠ܞ給ഉ水工事ΦϯϥΠϯਃγεςϜͷݕ౼

�ɽ͜Ε·Ͱͷ׆ಈܦҢ
給排水システムの共同ར用を目指すに当た
り、Ѫ県内自治体のϓϩδΣクτのपと
参ըのݺͼかけが当໘の՝題でした。Ѫ県Լ
水道՝、同ੜ活Ӵੜ՝のࢧԉを頂き、ྩ2年
��݄に։࠵された「Ԛ水ॲ理事業に係Θる広域
化・共同化計ը検討ձٞ」でのϓϨθンに࢝ま
り、地域ごとのϒϩοクձٞや֤団体のݸผ
説໌など、�年間で2�回以上のप活動を行い、
ྩ�年��݄の時で給水��、排水�4、૯数
では4�団体が検討෦ձに参Ճしています。

�ɽίετॖݮͷऔΈ
ຊϓϩδΣクτの活動を௨して、スέδϡー

ルやηキϡリテΟରࡦなど、༷ʑな՝題がුき
ூりになってきました。ྩ2年��݄の時で
は、給水��、排水2�の団体が検討෦ձに参Ճし
ていましたが、ྩ�年�݄の時では、給水�、
排水��までܹݮし、その最大の要Ҽはίスτに
あることがかりました（ਤ3）。特に、อकӡ
用に係Θるランχンάίスτはܧ続してൃੜす
ることから大きな負୲となります。そこで、シ
ステムߏஙに係Θるඅ用の一෦にࠃのަ金を
ॆ当できるΑう、ࠃや県とௐを進めています。
また、ランχンάίスτରࡦとして、システム
ར用料を申請者等からऩするという事業ス
キームを検討しています（ਤ�）。システムར用ᅗ䠐. ᳨ウ㒊か䜙⬺㏥䛧䛯⌮⏤

ਤ 3　検討部会͔Βୀͨ͠理༝

申請者等 システムベンダー

豊田市
（システム管理者）システム導入団体

負担金（協定書締結）
（※システム利用料相殺）

システム利用料

保守運用費
（保守契約締結）

協 議 会

ਤ �　γεテϜར用ྉऩεΩーϜҊ
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料をऩすることで、オンライン申請向上の
げになることが定されますが、申請者理
ਓである豊田市指定工事ళに行ったアンέーτ
ௐ査では「༗料ならར用しない」と回した指
定工事ళは�2ˋఔでした（ਤ5）。

�ɽ͓ΘΓʹ
ใηキϡリテΟ、システムط、༷ଘシス

テムとの連携、オンライン申請の向上など、
検討すき事߲はੵࢁしていますが、Ѫ県や

検討෦ձ参Ճ団体とྗڠし、ଟくの団体で給排
水システムの導入がਤられるΑう、ޭに向け
ᬏ進していきます。また、த期的にはຒઃ
の8FCެ։やྟ検査のオンライン化など、参
Ճ団体のχーζを౿まえ、ػ֦ॆについても
検討していきたいと考えています。給排水シス
テムをىとして、σδλル技術を活用した上
Լ水道αーϏスのさらなる向上を目指し、Ѫ
県Լの団体とྗڠして取組みをՃしていきた
いと考えています。

ਤ 5　๛田市指定工事ళΞンέーτ݁Ռ

ᅗ䠒. ㇏⏣ᕷᣦᐃᕤᗑ䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ

300円未満

27%

300～500円未満

25%

500～1,000円未満

25%

1,000円以上

11%

有料なら利用しない

12%

1申請あたりの費用負担について許容できる金額
（回答数60）

1: 利用する

50%2: たぶん利用すると

思う
39%

3: たぶん利用し

ないと思う
9%

4: 利用しない

2%

給排水工事オンライン申請システムが導入されれば、
利用しますか？（回答数66）

ᅗ䠒. ㇏⏣ᕷᣦᐃᕤᗑ䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ

300円未満

27%

300～500円未満

25%

500～1,000円未満

25%

1,000円以上

11%

有料なら利用しない

12%

1申請あたりの費用負担について許容できる金額
（回答数60）

1: 利用する

50%2: たぶん利用すると

思う
39%

3: たぶん利用し

ないと思う
9%

4: 利用しない

2%

給排水工事オンライン申請システムが導入されれば、
利用しますか？（回答数66）



� ࢢ � ொʹ͓͚Δ給水装置ɾഉ水ઃඋ工事事ۀ者ͷࢦఆʹΔ事ͷҰݩԽ

Vol.23  No.1  2022. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

12

ಛू

�ɽ͡Ίʹ
金沢市企業ہはྩ�年�݄から、同市をؚΉ
प辺の4市2町における給水装置工事事業者と排
水ઃඋ工事事業者の指定等に係る事務を一元化
した。地方自治法ୈ2�2の�4「事務の委託」
を活用することで、水道
法の規定をクリアした
上で、指定等に係る業務
のޮ化を実現してい
る。同ہ企業૯務՝のՏ
݈ೋ૯務係に、検討
にண手したഎܠと検討
用したスキーム࠾、աܦ
とそのޮ果、今後の՝題
とల։などをฉいた。

�ɽਫಓ๏վਖ਼Λݕʹػ౼͕ຊ֨Խ
金沢市、നࢁ市、か΄く市、ʑ市市、഼
町、内ಿ町の4市2町は、ฏ2�年�݄に「連携
த都市ܗݍに係る連携ڠ」をక結すると
ともに、「ੴ川தԝ都市ݍϏδϣン」をࡦ定。同
Ϗδϣンでは、「上Լ水道事業のޮ化に向けた
広域にΑるڀݚձをઃ置して、企業基൫のڧ化
等を検討する」とされていたため、4市2町の上
Լ水道෦ہのװ෦でߏする「ੴ川தԝ都市ݍ
上Լ水道事業広域連携ڀݚձ」をઃ置。期・
த期・期の連携施ࡦを検討し、「ੴ川தԝ都市

上Լ水道事業広域連携基ຊ計ը（ୈ一次）」をݍ
、ձをൃల解ফしڀݚ定した。ฏ��年には同ࡦ
「ੴ川தԝ都市ݍ上Լ水道事業広域連携推進ڠ
ٞձ」をઃཱ、基ຊ計ըで定めた広域連携施ࡦ
の۩現化を進めてきた。
4市2町からԆ�24�の給水装置工事事業者

が指定をडけているが、ॏෳを理した実際の
工事事業数は4��。排水ઃඋ工事事業者は指定
が��4�事業者、実際は4��事業者。� ʙ �ׂ
の給水装置工事事業者がෳ数市町から指定をड
けており、共同化をਤることで、ޮ化につな
がると考えられた（表1・2）。このため、給水

᷂ຊ水ಓ৽ฉ社

� ࢢ � ொʹ͓͚Δ給水装置ɾഉ水ઃඋ工事
事ऀۀのࢦఆʹΔ事務のҰݩԽ

ࣸਅ 1　Տ津係


事ਯ
岰峋স
સ়

স ٕ

ஜ ％

岵峥岹 ％

ر ％

ஸ๓ ％

⎛ ％

় ੑ

ഥਮ ফ া 現在

ৰ事ਯٮ

表 1　�一ݩ化Ҏલの֤市ொに͓͚る指定給水装置工事
事業者とॏෳのׂ合

給ൾ水岮峄島かの指定をਭ岻て岮峵ৰ事業者数峙پ 者

現在 目標 事務削減効果
給水装置 者 者 ▲ ％
ൾ水設 者 者 ▲ ％

表 2　一ݩ化ޙの工事事業者の標
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装置工事事業者と排水ઃඋ工事事業者の指定等
に係る事務の一元化については、「間ҧいなく4
市4町で同͡Αうな事務を行っており、広域連
携にΑりޮ化につながると考えられた」（Տ
係）ことから、広域連携の検討にண手した当
ॳから検討のテーマに上がっており、水道法վ
ਖ਼にΑり指定工事事業者の指定の更新੍が導入
されることになり検討がຊ֨化した。
給水装置工事事業者の指定については、4市2

町ともに水道法で定められた༷式を使用してお
り、市町ごとにҧいはなかったが、排水ઃඋ工

事事業者の指定は֤市町の例に基ͮくため、
市町ごとに༷式等が異なっていた。そこで、ඞ
要な༷式やఴॻྨを検討し、一元化時に金沢
市の༷式等を見しすることとした。新規指定
の手数料についても、֤市町でばらつきがあっ
たが、一元化に先ཱͪ統一的な基準をઃけてੵ
算を行い�����ԁにઃ定。更新手数料は、更新
をଅす目的から����ԁにઃ定した。これらの事
前準උを行った上で、ٞձのܾٞや規の੍定
の手続きなどを行い、ྩ�年�݄から一元化を
։࢝した（ਤ1）。

ਤ 1　指定事一ݩ化のイϝーδ

時期 内容

平成 年～ 指定事務の共同化検討開始
平成 年 月 石川中央都市圏 上下水道事業広域連携推進協議会設立
平成 年 月 水道法改正 給水装置工事事業者に令和元年 月から更新

制が導入
令和元年 月 改正水道法施行 更新制導入に合わせて４市２町で同一の

手数料を設定（各市町で条例改正）
令和２年 月～ 石川県、厚生労働省と協議

令和 年 月 事務の委託の規約を議決・条例改正
月 石川県へ届出
月 指定事務の一元化（事務の委託）開始

電子申請の導入

表 3　一ݩ化·Ͱのεέδϡール

イメージ図 

金沢市 

白山市 

津幡町 

事業者

野々市市 

かほく市

内灘町

【～R2.5】

窓口申請 ６件

更新手数料 ３万円（５千円×６件）

金沢市

白山市

津幡町

事業者

野々市市

かほく市

内灘町

電子申請（窓口申請） １件

更新手数料 ５千円（まとめて１件）

【R2.6～】 

事務一元化

3 3
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ಛू

�ɽۚࣄʹہۀاࢢΛҰݩԽ
4市2町の工事事業者は、金沢市企業ہに૭ޱ、
༣ૹ、ిࢠのいͣれかの方法で新規指定や更新
等を申請。同ہが申請をड理して審査、要݅を
ຬたしていれば工事事業者の指定を行い、4市2
町共௨の指定ূをൃ行する。指定ূには、指定
をडけた給水۠域、指定の༗ޮ期間などがه載
されている（ਤ1・2）。
新規指定等のใは同ہがຖ݄、�市2町に連
བྷした上で同ہの)1に掲載。)1には市町ごと
の指定工事事業者の一ཡも掲載しており、֤市
町がリンクをషっている。
ްੜ労ಇল水道՝௨に基ͮく更新時の֬
ೝ事߲については、日ຊ水道ڠձの「指定給水
装置工事事業者੍の指定の更新੍の導入に
おけるΨイドライン」の༷式例を活用して֬ೝ、
ಘられたใのうͪ業務内༰（Ӧ業時間等、ର
Ԡ工事等、मસରԠՄ൱）は、同ہの)1上で

ެදしている。ඇެදをرした߲目や回が
なかった߲目、更新手続き前でσーλがない߲
目は、そのࢫをه載している。
�ɽࣄ�ͷҕୗΛ׆༻͠ɺਫಓ๏ͷنఆ
ΛΫϦΞ

こうしたスキームをߏஙするためには、水道
法の規定をクリアするඞ要があった。水道法で
は、指定工事事業者は水道事業者が給水۠域ご
とに指定することにՃえ、指定の༗ޮ期限は�
年間とされている。そこで、地方自治法ୈ2�2
の�4「事務の委託」を活用した。事務の委託は、
ී௨地方ެ共団体の事務の一෦のࣥ行理を、
ଞのී௨地方ެ共団体に委Ͷる੍。ී௨地方
ެ共団体は、ٞڠにΑり規を定め、事務を委
託する。事務をड託したී௨地方ެ共団体が当
֘事務をॲ理することにΑり、委託したී௨地
方ެ共団体が、自ら当֘事務を理ࣥ行した
合と同༷のޮ果をੜΉ。当֘事務の法ྩ上の
は、ड託したී௨地方ެ共団体にؼଐするこ
とになり、委託したී௨地方ެ共団体は、委託
のൣғ内において、委託した事務をࣥ行理す
る権限をࣦうことになる。
要は金沢市以֎の�市2町は、金沢市企業ہに

指定等に係る事務を委託してしまえば、自らが
指定をすることはできなくなる。�市2町は水道
事業者としてのཱをҡ࣋しつつ、水道法に基
ͮき指定工事事業者を指定するという事務をࣥ
行理する権限を金沢市に委Ͷることで、水道
法の規定をクリアしている。当ॳは金沢市に૯
合૭ޱをઃけ、申請のडや審査等を一元化す
るҊも検討したが、このҊでは֤市町で指定の
手続きを行うඞ要があり、市町ごとに手数料が
ൃੜする。それではޮ化にはつながらないと
考え、今回のスキームを࠾用した。
指定の༗ޮ期限については、市町ごとに指定

した༗ޮ期限を金沢市にҾき͙ܧことで、水道
法の規定をクリアした。それͧれの指定の༗ޮ
期限ごとに更新手続きを行うこともできるが、
その都、申請等の手続きと手数料がൃੜする。
そこで、同ہは、ॳ回の更新に合Θせて指定を
取りফし、վめて新規指定の申請を行うことで、
�年後の更新手続きが�でࡁみ、新規指定と更
新の手数料もそれͧれ�回でࡁΉことをप。

ਤ 2　指定ূのイϝーδ
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更新に合Θせて、こうした手続きを行うΑうに
ͼֻけている。この結果、΄とんどの工事事ݺ
業者が指定の取りফしと新規指定を行ってお
り、工事事業者の負୲ܰݮにつながるとともに、
一定の手数料ऩ入につながっている。
なお、事務の委託では、「委託事務に要するܦ

අは、すて委託をしたී௨地方ެ共団体がड
託をしたී௨地方ެ共団体にରする委託අとし
て予算に計上し、負୲すきܦඅのࢧหの方法
は規のதで定める」とされているが、今回は
手数料を金沢市企業ہのऩ入とすることで、�
市2町は委託අを計上していない。
Ճえて、新規指定の日を申請があったཌ݄

�日に統一するΑうґཔしており、さらなる事
務のޮ化につなげている。ただ、�日まで待
てない工事事業者がいたり、ࢭٳやഇࢭなどの
ಧग़があった合は݄の్தでもରԠしてい
る。
排水ઃඋ工事事業者の指定については、֤市

町の例にΑり給水装置工事事業者の指定と同
੍͡をઃ・ӡ用している。
時を同͡くして金沢市の一ൠձ計でిࢠ申請

システムの導入を進めており、給水装置工事事
業者と排水ઃඋ工事事業者の指定等について
も、このシステムを活用。一元化の։࢝に合Θ
せてిࢠ申請もスλーτした。�市2町のதには、
金沢市த৺෦からԕ方の地域もあり、工事事業
者の負୲ܰݮを考ྀした。ిࢠ申請の使用は、
新規指定や更新などは�ʙ 2ׂにとどまるが、
ม更などのܰඍな手続きは�ׂఔにୡしてい
る。

�ɽҰݩԽͷޮՌͱ՝ɺޙࠓͷల։
給水装置工事事業者と排水ઃඋ工事事業者の

指定等に係る事務は、金沢市企業ہ企業૯務՝
の৬һが�ਓで୲当（ϝイン�ਓ、αϒ2ਓ）。
業務ྔは૿Ճしているが、ਓһ૿はしていない。
�市2町も、もともと指定等の݅数がগなかった
こともあり、ਓһݮにはつながっていない。た
だ、Տ係は「কདྷの更新に係る手続きをؚ
めると֬実に業務ྔはݮっているし、以前Αり
ಧग़のఏग़がૣくなったと͡ײている」と一元
化のޮ果をڧௐする。

化にもつながるՄੑがあڧ時のରԠࡂ
る。ొ島ではฏ��年�݄のه的פに
Αりౚ結にىҼする࿙水がൃੜ。金沢市は市内
の工事事業者でରԠすることができたが、தに
は給水۠域内の工事事業者でରԠできないέー
スもあった。「当時はੴ川県から日水ڠੴ川県ࢧ
෦に、工事事業者のԠԉݣについてଧが
あったが、ೋ次ଆの工事は当֘市町の指定工事
事業者でなければ施工できないためݣをஅ೦
した」（Տ係）。4市2町の共௨の指定を取ಘ
した工事事業者がଟ数あれば、ೋ次ଆの࿙水が
ଟൃし、給水۠域内の指定工事事業者でରԠで
きなかった際、ඃのগなかった市町の指定工
事事業者が施工することもՄになる。
Տ係は「一指定を取りফし、վめて指

定を取ಘするというෳࡶな手続きがඞ要にも関
Θらͣ、工事事業者のօさんがྗڠ的であり、
ඇৗにॿかっている。こうした水道事業者、工
事事業者、市ຽの�者にϝリοτがある広域連
携がますます進Ήことがٻめられるのではない
か」とৼりฦるとともに、「ΘれΘれはྩ2年
�2݄に一元化の実施をܾ定し、ྩ�年�݄か
らスλーτしており、準උ期間がかった。い
͟ଞ市町の工事事業者のσーλを見てみると、
水道は同༷͡式を使用しているにも関Θらͣ、
อしているσーλの内༰や߲目が異なってお
り、その統一をਤるのにඇৗに苦労した。σー
λのすり合Θせは༨༟をもってରԠすることを
おקめしたい」とଞ都市にアドόイスをૹる。
次のల։として、給排水工事の申請・審査手

続き等についても、共同化できることがないか
୲当者間でٞڠを։࢝した。Տ係は「間ҧ
いなく統一のϝリοτはあるが、解ܾすき՝
題はগなくない。まͣは実現できるか൱かٞ
していきたい」としている。
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給水ෛՙのࢉఆ法

村川三郎（広島大学名誉教授）　　　
池田大輔（総合設備コンサルタント）
坂本和彦（岡山理科大学）　　　　　
高田　宏（広島大学）　　　　　　　

本講座は「給水負荷の算定法」について4回シリーズで概説する。第1回は「給水負荷と給水
負荷算定法」、第2回は「日給水量と時間給水量」、第3回は「瞬時給水量」について述べてきた。
第4回となる本報では、「新しい給水負荷算定法」と題し、瞬時から時間・日当たりの設計用
給水量を、人びとの水使用行為をシミュレートして時系列的な流量変動から予測する新しい給水
負荷算定法を解説するとともに、水が使われる時間帯を通してこのような動的給水負荷を予測す
ることの意義を、給水設備システムの省エネルギー化など最適設計を進める上で有用であること
を述べる。

ୈ � ճɹ৽͍͠給水ෛՙࢉఆ法

�ɽ͡Ίʹ
題名は給水負荷算定法としているが、ຊใで
は、給湯ྔをؚめた給水給湯負荷算定法として
考える。
ຊ講座の�回までの内༰からかるΑうに、
ઃ計用給水負荷としては、ݐの規あるいは
ਓһを基準とした�日当たり、あるいはϐーؗࡏ
ク時間当たりの「ݪ୯Ґ」にΑる予ଌ方法と、
ઃ置ث۩数を基準としたث۩給水負荷୯ҐにΑ
る)VOUFSۂઢをద用したॠ時最大給水ྲྀྔを予
ଌする方法などが取られている�）。前者の予ଌ
負荷は、ड水૧などの༰ྔ算定に用いられ、後
者はϙンϓૹ方式にΑる給水システムのઃ計
やઃ計に用いられることがଟい。
しかし、同一ݐをରとした負荷予ଌでは、
྆手法に関連ੑを༗していない。また、これま
でのຊ講座でもهड़しているΑうに、ैདྷの方

法は、লΤωルΪー・અ水化が進Ή現ঢ়におい
て、実ଶとဃしたա大を予ଌすることが指
ఠできる。特に、ॠ時最大負荷予ଌに実務ઃ計
でଟ用されているث۩給水負荷୯Ґ法は、ଟ
֊からなるݐで規が大きくなる΄ど理的
にもա大をࣔす。
ච者らは、このΑうな現ঢ়のॾ՝題を解ܾす

るために、ਓͼとの水使用行ҝをシϛϡϨーτ
し、ઃ置ث۩の特ੑ、ライϑスλイルのม化な
どにॊೈにରԠでき、かつݪ୯Ґ的なとॠ時
給水ྲྀྔを一体的にѲする方法として、動的
給水給湯負荷算定法を։ൃしたので、その方法
を解説する。ৄࡉはච者らのஶॻ2）を参রして
いただきたい。ここで、動的算定法として։ൃ
した「.48$」（.VSBLBXB`T� 4JNVMBUJPO� GPS�
8BUFS�$POTVNQUJPO）�ϓϩάラムは、ग़൛ࣾの
Σϒαイτからແ料でμンϩードできるの
でࢼみていただきたい。
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�ɽಈతڅਫڅ౬ෛՙࢉఆ๏ʹ͍ͭͯ
給水給湯システムの最దઃ計やলΤωルΪー

ੑධՁなどを進める上では、ਓͼとの水・湯使
用行ҝにΑってൃੜする֤用్の給水給湯負荷
を時ྻܥ的なม動としてѲすることがٻめら
れるが、ैདྷの算定法ではࠔ難である。ここで
ఏҊしているシϛϡϨーシϣン手法は、ਓͼと
にΑる水・湯使用行ҝを࠶現し、それにΑって
ൃੜするॠ時のྲྀྔม動を�日のੜ活時間ଳに
って予ଌするものである。

2 �1　Ӵ生ث۩と水・౬用のϞσル化
ਓͼとの水・湯使用行ҝのϞσル化に当たっ

ては、ਤ1にࣔすΑうに、ث۩༗のઃ定がࠔ
難な合とτイϨϒースのΑうに༗が໌֬な
合を۠ผしてϞσル化している。
ここで、ث۩։์Ϟσルは、ର時間ଳにお

ける水・湯使用のൃੜස（ث۩։์ɿ回�
NJO）、ث۩౸ணϞσルは同༷にث۩の౸ணස

（౸ணɿਓ�NJO）であり、いͣれもランμ
ム事としている。ث۩使用Ϟσルのྲྀれを、
集合ॅと事務ॴではผにしているが、集合ॅ
などの合は、事務ॴτイϨϒースのΑうに
༗のઃ定がࠔ難な用్がଟいためである。Ϟ
σルઃ定では、集合ॅの合は、水使用とث
۩༗のൃੜ現を同一にしている。
・から、֤用్の�回当たり水ڀݚԟのௐ査ط

湯の使用ύλーンはۣܗでදしている。また、
ௐ査σーλの統計ॲ理にΑって、水・湯のൃੜ、
あるいはث۩౸ணの時間間ִは、指数（ラ
ンμム事）、ు水時間とు水ྲྀྔの֬
は、アーラン・指数・指数のい
ͣれかで近ࣅできることがかっている。

2 �2　ϞンテΧルϩ・γϛϡレーγϣンにΑるํ๏
֤用్における水・湯の使用行ҝを上ड़した

Αうに֬的な現としてଊえ、ύιίンでཚ
数をൃੜさせ、ઃ定した水・湯使用行ҝの֬
に沿った現をٖし、計算されたॠ時ྲྀ
ྔを時間࣠上にදす方法をとっている。このΑ
うな֬現をٖして、ର事を࠶現・予
ଌする手法をϞンテΧルϩ法とশしている。ఏ
Ҋしている算定法の֓要をਤ2にࣔす。
シϛϡϨーシϣンは、�時間ごとに�日にり、

ऩଋੑを考ྀして���回のࢼ行としている。こ
の算定結果から、時間間ִを�ඵ、��ඵ、�、
��、��、��、ҙなઃ定時間ଳ、24時間
について、統計ॲ理（最大、ա֬���、
� �2、�、2、�、��、2�、��ˋ、最খ、ฏۉ

乱数

�d�ͷൣғͰൃੜ 使用සʦճ�Iʧ・吐水ྲྀ量ʦ-�NJOʧ・吐水時間ʦTFD�ճʧ
ʢ使用間ִʣ

ฏۉʹ�ͷ֬率

Ξʔϥϯ�,Ą��
ࢦ
ࢦ�,Ą��

,ɿ֬率ͷϑΣʔζ

֬
率

ᶃɹ使用ස
ɹʢ到着間ִʣ
ᶄɹ吐水ྲྀ量
ᶅɹ吐水時間

ฏۉ
ʷ

ฏۉ�ͷ֬率͔Β
ܾఆͨ͠

ਤ 2　ϞンテΧルϩ・γϛϡレーγϣン手๏の֓ཁ

器具利用

開放率

器具開放モデル

吐水量モデル

集合住宅など

器具到着モデル

占有時間モデル

器具操作モデル

吐水量モデル

事務所トイレなど

到着率

水・湯使用

器具占有

器具操作

ਤ 1　給水給౬ෛՙࢉ定Ϟσルの流Ε
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とඪ準ภࠩ）をࣔしている。なお、ॠ時最大
負荷としては、ݐ用్のు水特ੑを考ྀして、
時間間ִ�ඵʙ �のൣғでબすることを
ఏҊしている。

�ɽಈతࢉఆϓϩάϥϜͷૢ࡞ͱࢉఆ݁Ռ
ຊϓϩάラムのԋ算ιϑτは、ᶃ݅入ྗ、
ᶄԋ算、ᶅԋ算結果の集計、ᶆ集計結果のग़ྗ
の4෦ߏになっている。ϓϩάラムをύιί
ンの「$ドライϒ」にμンϩードすると、ϑΥ

ルμー「.48$」に、「3FTVMU」「4ZTUFN」「.414」
「.48$」「負荷算定@ث۩ॳ期」としたϑΝ
イルがදࣔされる。ϑΝイル「.414」は、ద
ਖ਼ϙンϓシϛϡϨーλとして、後ड़するϙンϓ
ૹ方式におけるϙンϓ༰ྔなどを検討するた
めのϓϩάラムである。
「負荷算定@ث۩ॳ期」は、ରとするݐ
の負荷算定Ϟσルをࣔしている。このϓϩάラ
ム上では、�用్のݐɿ集合ॅ、事務ॴϏル、
॓ധ施ઃ、ҿ৯ళฮ、大規ਥ施ઃ、පӃ、
施ઃについて、ඪ準的な算定Ϟσルࢱ者ྸߴ

を&YDFMシーτ上にࣔしている。表
1に、事務ॴϏルの算定Ϟσルを例
に算定ॳ期݅をࣔす（֤時ࠁの
は一෦লུしている）。ਥܥ統は
ଟくのث۩ྨがઃ置され、それͧれ
のث۩用్についてϞσルをઃ定す
ることはࠔ難であるので、શ用్を
ؚめた一つのϢχοτとしてѻって
いる。
ରݐのઃ定݅にΑって、֤

時間ଳのث۩あるいは水の使用ස
が算定される。この算定ॳ期݅の
ઃ定は、ઃ計者がରとするݐの
特、要ੑٻなどを考ྀして自༝
にม更できる。
給水給湯負荷の算定に当たって

ϑΝイル「.48$」をクリοクす
ると、ਤ3にࣔす解ੳը໘がදれる。
ϑΝイル「負荷算定@ث۩ॳ期」

でࣔした「施ઃ」のબ、ث۩ର・
規、おΑͼ算定時間間ִなどのઃ
定はこのը໘上で行う。算定ରと
する։࢝時ࠁと終了時ࠁはݐの活
動時間ଳ（例えば、事務ॴϏルとし
て� ʙ ��時など）を考ྀしてઃ定
できるが、その合も�日当たりの
も結果としてදࣔされる。また、
「Թઃ定」をクリοクすると、ઃ
定ը໘がදれるので、給水Թ、給
湯Թ、֤用్での使用Թのฏۉ
を時間ଳごとにઃ定することがで
きる。「ث۩算定」は、ઃ置ث۩数

表 ݅の設定（5事所ビルのྫ）ظ定ॳࢉ　1

注）&YQ�ɿ指数、)ZQ�ɿ指数、&SM�ɿアーランをࣔす。以Լ同༷。
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にରする待ͪঢ়گを֤छ指ඪで検討できるΑう
にしている。シϛϡϨーシϣンは、「解ੳ」をク
リοクすることにΑり実行を։࢝する。
算定結果は、特に指定しなければϓϩάラム

のϑΥルμー「3FTVMU」�にهされる。ここには、

算定に用いた݅、֤ઃ定時間間ִにおける算
定の統計�（給水ྔ、給湯ྔ、給湯ྔ）、お
Αͼ統計ॲ理にڙした֤時間間ִのσーλ�（���
回ࢼ行）がࣔされる。
ਤ�に、給水負荷算定結果ϑΝイルリスτの

一例をࣔす（「更新日時」はআ。同༷に給湯ྔ、
給湯ྔがࣔされるが、同ਤではআ）。なお、
給水ྔは、給湯ྔをؚんだである。
表2に、給水負荷の算定例として、�間ִに

おけるॠ時負荷の統計ॲ理をࣔす。算定結果
は、֤時間間ִについて���回ࢼ行の結果が�時
間ごとにදࣔされる。このΑうな統計ॲ理は、
ਤ�では「'ϏルτイϨ・ચ໘ܥ統@水ྔ」にه
される。

�ɽ�અਫث۩ઃஔʹΑΔڅਫڅ౬ෛՙͷ
ޮݮՌ

.48$ϓϩάラムを用いて、事務ॴϏルおΑ
ͼ集合ॅを例に、ඪ準ث۩とઅ水ث۩をઃ置
したときの給水給湯負荷の算定結果と低ޮݮ果
をࣔす。

� �1　事所ビル
定Ϟσルの設定ࢉ（1）
給水給湯負荷の算定では、水使用のൃੜ要Ҽ

であるै業һのࡏ੮ঢ়گをѲしておくඞ要が
ある。ຊ算定法では、事務ॴのొਓһを基準
に一ൠ的なࡏ੮ঢ়گをϞσル化している。ઃ定
しているै業һのࡏ੮ঢ়گをࣔす時間ม化のൺ
をஉঁผにਤ5にࣔす。৬छを考ྀしてそれ
ͧれ4ύλーンをઃ定している。

ਤ 3　プϩάラϜのղੳը໘

ਤ �　給水ෛՙࢉ定݁ՌϑΝイルリετの一ྫ

表 2　給水ෛՙࢉ定݁Ռの一ྫ（ॠ࣌ෛՙ 1分）
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給水負荷算定Ϟσルとしては、表3にࣔすඪ
準的なϞσルをઃ定する。અ水ث۩の導入とし
てτイϨܥ統のศثおΑͼચ໘ثをରとする。
֤Ӵੜث۩のࡏ੮者�ਓ当たりث۩使用ස

をਤ�にࣔす。உࢠの使用සで間のが大
きいのは、ࡏ੮者数がগないためであり、શ体
の使用සとしてはগなくなる。
算定にڙするศثおΑͼચ໘ثは市ൢのもの

から、ศثは「ैདྷܕ」の΄かに�छྨをબし、
それͧれ「અ水ܕ」、「અ水ܕ」、「ʑઅ水ܕ」
とশする。ચ໘ثは「અ水ܕ」の�छྨである。
表�に֤Ӵੜث۩の༷をࣔす。大ศثのચড়
方式はચড়ห式（ैདྷܗ、અ水ᶗܗ）とઐ用ચ
ড়ห式（અ水ᶘܗ）をબし、খศثは自動ચ
ড়ห、ચ໘ثは自動水ખとしている。֤Ӵੜث
۩の༗時間、ు水時間、ు水ྲྀྔのྦྷੵස
はඪ準Ϟσルと同༷である。なお、上ه
Χοί内は、日ຊ࢈業規֨「+*4�"��2��ɿ2���」ਤ ੮Ϟσルࡏ　5

表 3　τイレܥ౷の給水ෛՙࢉ定Ϟσル（標४ܕ） 表 �　Ӵ生ث۩の༷（ు水ྔϞσル）

ਤ ੮者ࡏ　� 1ਓͨΓ۩ث用ස度
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にΑっている。
ຊ算定法では、ઃ定Ϟσルとして、࡞ૢ۩ث

�回当たり使用水ྔだけでなく、ث۩のు水ྲྀ
ྔ・ు水時間などの特ੑが指定できる。この
が、ैདྷの方法と異なる特৭の一つである。

（2）ॠ࠷࣌大給水ෛՙのࢉ定
算定結果として、ॠ時最大給水負荷をࣔす。

事務ॴϏルでは、ै業һのஉঁߏൺにΑって
は算定が大きく異なるので、ここではஉঁൺ
を4ɿ�としている。また、ॠ時負荷の予ଌでは、
ચড়ห式大ศثの合、時間のྲྀྔが大きい
ので、時間間ִを�ඵ、ա֬��2ˋをઃ計
用のॠ時最大負荷をܾ定する基準としている。
ैདྷܕとઅ水ܕϞσルについて、ؗࡏਓһ

を��� ʙ 4 ���ਓまで�ஈ֊にมえ、時間間ִを
શһࡏ੮Ϟσル�ඵ、ฏࡏۉ੮Ϟσル�ඵ・�
としたա֬��2ˋのॠ時最大給水負荷の
算定結果をਤ�にࣔす。
ચড়ห式大ศثを༗するैདྷܕにൺ、それ

以֎のઅ水ܕではॠ時最大ྲྀྔに大きなࠩ異
がみられる。ここで、શһࡏ੮Ϟσルでొؗࡏ
ਓһを����ਓとするなら、ैདྷܕは4�2-�

NJOにରし、અ水ܕは�2�-�NJOとなる。また、
ฏࡏۉ੮Ϟσルの算定結果からかるΑうに、
ચড়ห式以֎の大ศثを༷としたϞσルで
は、�ඵと�に大きなࠩはみられない。
なお、અ水λイϓの大・খศثのઃ置に当たっ

ては、Ԛのൖૹੑ、ੴのண・ચড়ੑ
などにཹҙするඞ要がある。

定ࢉ大給水ෛՙの࠷日・ؒ࣌（3）
ॠ時負荷の算定と同༷に、֤ث۩Ϟσルにつ

いて�時間おΑͼ�日当たり最大給水負荷の算定
結果をؗࡏਓһの規ผにਤ8、ਤ�にࣔす。֤
は、ฏࡏۉ੮Ϟσル、ա֬��2ˋである。
྆ਤともؗࡏਓһの૿Ճにରして給水負荷はൺ
例的な૿大向をࣔす。ここで、ؗࡏਓһ����
ਓ（உঁൺ4ɿ�）における時間最大は、ैདྷ
2��ὗ�Iとなり、ܕ4��ὗ�Iにରし、અ水ܕ
�4ܕগする。日最大は、ैདྷݮˋ�� ��ὗ�Eに
ରし、અ水22ܕ ��ὗ�Eとなり、��ˋݮগする。

B）ैདྷܕϞσル（ա֬ ��2ˋ）

C）અ水ܕϞσル（ա֬ ��2ˋ）

ਤ �　ॠ࠷࣌大給水ෛՙ

ਤ 大給水ෛՙ（ա֬࠷ؒ࣌　8 ��2ˋ）

ਤ �　日࠷大給水ෛՙ（ա֬ ��2ˋ）
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� �2　集合ॅ
定Ϟσルの設定ࢉ（1）
集合ॅでは、ੈଳ当たりਓ数にΑって�ਓ
当たり給水給湯負荷は異なる。ຊใでは、4ਓ
ੈଳのౙ期を例にࣔす。
算定Ϟσルとして、4ਓੈଳの「ඪ準ܕ」の
ઃ定Ϟσルを表5にࣔす。近年のॅにおける
અ水અ湯ث۩のීٴはஶしい。ຊใでは、表5
の用్のதで、入ཋ、シϟϫー、ચ໘、ચ୕、
τイϨの֤用్にઅ水અ湯ث۩を導入したൺֱ
を行う。

表 �　給水給౬ෛՙࢉ定Ϟσル（અ水ܕɺઅ水ܕ）

表�に、「અ水ܕ」「અ水ܕ」のث۩をઃ置
した用్のϞσルをࣔす。シϟϫーϔοドでは、
�-���๐ࠞ入にΑるλイϓとしてు水ྲྀྔをؾ
NJOとし、さらに使用者のઅ水ҙࣝの向上を
定してు水時間もくしている。ચ໘水ખはઅ
湯シンάルϨόー水ખを導入し、同༷にઅ水ҙ
ࣝの向上を定して湯の使用ൺをԼげ、ు水
ྲྀྔをগなくしている。ચ୕ػについては、ඪ
準ܕの使用水ྔは�回当たり���-としているが、
અ水ܕは��-、અ水ܕはドラム式などを定
して��-としている。ศثでは、�回当たりચ
ড়水ྔを、ඪ準ܕは大���-、খ���-であるが、
અ水ܕは大���-、খ4��-、અ水ܕは大4��-、
খ���-とϝーΧーのΧλϩάを参考にઃ定し
ている。

ਤ1�に、4ਓੈଳのౙ期における用్ผ水使
用සׂ合をࣔす。ඪ準ܕ、અ水ܕ、અ水ܕ
とも同͡සׂ合を用いている。なお、給湯Թ
は��ˆ、給水Թは�2ˆにઃ定している。

ਤ 1�　用్ผ水用ස度ׂ合（ౙظɺ�ਓੈଳ）

（2）ॠ࠷࣌大給水給౬ෛՙのࢉ定
前ड़した給水給湯負荷算定ϞσルにΑるॅށ

数ށ���、ށ���、ށ���、ށ��、�の算ށ���
定結果をࣔす。なお、時間・日当たりの給水負
荷算定結果をؚめ、給水ྔは給湯ྔをؚんだ
である。
�日にる給水給湯ྲྀྔม動の算定結果から

みるなら、ϐーク負荷のൃੜ時間ଳは、給水ྔ

表 5　給水給౬ෛՙࢉ定Ϟσル（標४ܕɺౙظɺ�ਓੈଳ）
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は2�時、給湯ྔは2�時であり、ओに入ཋ行
ҝがӨڹしている。この時間ଳにおけるॠ時最
大給水給湯負荷の算定結果をਤ11にࣔす。同ਤ
Αり、ॅށ数�、におけるॠ時最大ྲྀྔはށ���
給水ྲྀྔでඪ準ܕ����-�NJOにൺて、અ水
�4�）ݮˋ��はそれͧれܕઅ水、ܕ�-�NJO）、
44�）ݮˋ���-�NJO）となる。給湯ྔは、ඪ準
とݮˋ��、ݮˋ��にൺて、同༷にそれͧれܕ
なる。

定ࢉ大給水給౬ෛՙの࠷日・ؒ࣌（3）
ඪ準ܕ、અ水ܕ、અ水ܕの֤ϞσルにΑる
算定結果から、�時間おΑͼ�日当たり最大給水
給湯負荷の算定結果をそれͧれਤ12、ਤ13に
ࣔす。なお、時間最大負荷は、ॠ時最大負荷と
同༷にϐーク負荷がൃੜしている時間ଳにおけ
るա֬��2ˋを用いている。日最大負荷
は、シϛϡϨーシϣンࢼ行回数（���回）のう
ͪのա֬��2ˋである。
これΑり、�当たり時間最大給水給湯負ށ���
荷は、給水ྔでඪ準ܕ�� ��ὗ �Iにൺて、અ水
����ὗ）ݮˋ��はそれͧれܕઅ水、ܕ �I）、2�ˋ

ਤ 11　ॠ࠷࣌大給水給౬ෛՙ（ա֬ ��2ˋ） ਤ 大給水給౬ෛՙ（ա֬࠷ؒ࣌　12 ��2ˋ）

ਤ 13　日࠷大給水給౬ෛՙ（ա֬ ��2ˋ）
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�4）ݮ ��ὗ �I）となる。給湯ྔは、ඪ準ܕにൺ
て、同༷にそれͧれ��ˋݮˋ��、ݮとなる。
�当たり日最大給水負荷は、給水ྔでށ���
ඪ準ܕ��� ���ὗ �Eにൺて、અ水ܕ、અ水ܕ
はそれͧれ�2ˋݮ（��� ���ὗ �E）、��ˋݮ（��� ��
ὗ �E）となる。給湯ྔは、ඪ準ܕにൺて、同
༷にそれͧれ�2ˋݮˋ��、ݮとなる。

�ɽ�ಈతڅਫڅ౬ෛՙΛѲ͢Δ͜ͱͷ
ҙٛ

これまで、算定した時ྻܥなྲྀྔม動から、
ઃ計用として、ॠ時おΑͼ時間・日当たり最大
負荷のઃ定をࣔしたが、動的な負荷ྲྀྔม動
を予ଌすることのҙٛを以Լにهड़する。

5 �1　֤用్の࠷大ෛՙとશମ࠷大ෛՙの༧ଌ
異छث۩がࠞࡏするܥ統のॠ時最大負荷の予
ଌでは、ث۩のछྨにΑってはඞͣしも同͡時
間ଳにϐークがൃੜするとは限らない。このこ
とは、異なる用్でߏされるෳ合施ઃについ
ても同༷なことがいえる。また、தԝ給湯方式
などで、ஷ湯૧༰ྔとݯ༰ྔの最దઃ計では、
給湯ྔのϐークܧ続時間とその時のྲྀྔม動の
Ѳから、時ྻܥなྔऩࢧのόランスを検討
することがඞ要となる。しかしながら、このΑ
うな動的負荷予ଌに基ͮくઃ計は、ैདྷの方法
ではࠔ難である。
一例として�）、集合ॅ（ށ���）、ϗテル（π

イン2��ࣨ）、ҿ৯ళ（�݅）を定したෳ合施ઃ
の給湯負荷について、シϛϡϨーシϣンにΑっ
た֤用్の給湯ྔม動の算定結果をਤ1�にࣔ
す。同ਤは、ผੑを考ྀし、算定した�ごと
のྲྀྔม動をまとめて�時間ごとにࣔしている。
これからかるΑうに、ϐークൃੜ時間ଳは、

給湯ྔのଟい集合ॅとϗテルでは�時間΄ど
のζϨがੜ͡ている。このΑうにϐークൃੜ時
間ଳが異なる用్でߏされるෳ合施ઃでは、
ਤ15にࣔすΑうに、ඞ要Ճྔは、֤用్の
ϐーク合計にൺて、施ઃશ体のは22ˋ
গなくなる。
したがって、施ઃの用్ผ、ث۩छผのϐーク
ग़現向とશ体のྲྀྔม動をѲした上で、給
水給湯システムの最దઃ計を進めるඞ要がある。

5 �2　ポンプૹํࣜの࠷ద設ܭ
（1）దਖ਼ポンプγϛϡレータの֓ཁ
最近のߴݐでは、水道からの水をड水

૧でडけ、ϙンϓૹ方式で֤֊に給水するシ
ステムがීٴしている。このΑうなϙンϓૹ
方式におけるϙンϓのબ定では、ྲྀྔม動の負
荷Ѳがॏ要となる。そこで、ઃ計者がϙンϓ
༰ྔを༰қに検討できるΑうに、時ʑࠁʑม動
するྲྀྔとઃ定したϙンϓྗの関係をਤࣔす
るదਖ਼ϙンϓシϛϡϨーλとして、.414
（.VSBLBXB`T�4JNVMBUJPO�GPS�1VNQ�4ZTUFN）ϓ
ϩάラムを։ൃしている。
.48$ϓϩάラムの���回ࢼ行にΑるσーλ

のதから、ॠ時最大ྲྀྔ（ա֬��2ˋ）܈
がग़現する�回のࢼ行回をઃ定基準のもとにந
ग़し、ॠ時最大ྲྀྔをؚΉ�時間の�ඵごとの
σーλを自動的にάラϑ化している。その視֮
化したॠ時ྲྀྔม動ਤ上に、ઃ計者がઃ定ϙン
ϓྲྀྔをදࣔするΑうにしている。また、ઃ定
ϙンϓྗをえるม動ྲྀྔの解ੳ߲目とし
て、�ඵごとのա回数、աܧ続最大時間、
աܧ続最大水ྔなどをࣔしている。さらに、
���回ࢼ行のશ算定σーλを用いて、աܧ続

ਤ 1�　ෳ合用్施設のؒ࣌ͨΓ給౬ྔのมಈ

ਤ 15　ෳ合施設の用్͝と合ܭと用్શମのࢉ定

ஷ湯૧༰ྔを日ฏۉ給湯ྔの 2�ˋとして算定した合。
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時間、աܧ続水ྔ、աྲྀྔの統計を算ग़
し、ਫ਼の向上をਤっている。

（2）.48$ɺ.414プϩάラϜにΑるࢉܭ事ྫ
事務ॴϏルをରにϙンϓૹ方式について

検討する。表�に算定݅をࣔす。算定Ϟσル
は � ɽ1に準͡、ؗࡏਓһม動は「શһࡏ੮Ϟ
σル」、Ӵੜث۩の༷は表�の「ैདྷܕ」と「
અ水ܕ」の2छྨを࠾用している。
ਤ1�に、Ӵੜث۩ごとに算定したॠ時ྲྀྔม
動を合したϐーク時の�2時についてࣔす。
ओな༷ม更は、大ศثચড়時の使用水ྔを
��-�回から�-�回に、ు水ྲྀྔを�2�-�NJOか
ら2�-�NJOとしている。અ水ثܕ۩は時間
におけるॠ時ྲྀྔม動はখさく、ॠ時最大ྲྀྔ
はैདྷܕの4�� ��-�NJOから��� ��-�NJOにݮগ
している。
同ਤには、ैདྷثܕ۩を࠾用した合のϙンϓ
ྗとして、ॠ時最大ྲྀྔの��2にબ定した
もࣔしている。ઃ計者は、このྲྀྔม動ਤを参
考に、ॠ時ྲྀྔがϙンϓྗを上回るසや
աྲྀྔなどを予ଌし、ѹྗઃ定やアキϡムϨー
λ༰ྔ等の検討を行う。݅にΑっては、ϙン
ϓྗをม更し、給水システムの҆定化をਤる。

�ɽ·ͱΊ
ຊใでは、実務ઃ計にڙすることを目的に、

新しい動的給水給湯負荷算定法について、ච者ら
のஶॻからҾ用して説໌した。この算定法の特
৭としては、次のΑうにまとめることができる。
ᶃݐの実ӡ用にԠ͡、時ྻܥ的なॠ時ྲྀྔ
おΑͼ時間・日当たり給水給湯負荷の予ଌ
ができる。

ᶄث۩特ੑにԠ͡た負荷算定、おΑͼ異छث
۩を組合せた算定が༰қにできる。

ᶅطଘの時間当たりσーλを基にಠ自のϞσ
ルをઃ定して、ݐ特ੑに沿った検討がで
きる。

ᶆݐશ体を一つのϢχοτとしてѻい、計
ը۠域શ体の給水給湯負荷の予ଌができる。

なお、طԟの算定法とのൺֱでは、参考จ4ݙ）

でॠ時最大給水給湯ྲྀྔについて検ূしている
ので参রいただきたい。

ʲҾ用ŋߟࢀจݙʳ
� ௐŋӴੜ工学ձɿ4)"4&�4�2��ô2���「給ؾۭ（
排水Ӵੜઃඋ規準ŋ同解説」ɼ2�2�

2 ）村川ࡾ΄かɿݐஙの新給水給湯負荷算
定法と実務ઃ計ɼজࣾࠃɼ2�2� �4

� ）田தಞ΄かɿෳ合用్施ઃにおける給湯負
荷のฏ準化とثػ༰ྔ低ݮに関する検討ɼ
日ຊݐங学ձதࢧࠃ෦ڀݚใࠂ集ɼ7PM� ��ɼ�
2��� ��

4 ）村川ࡾ΄かɿ動的給水給湯負荷算定法の
検ূとॠ時最大給水給湯ྲྀྔの؆қ算定法ɼ
�ௐ・Ӵੜ工学ձ大ձɼ"���ɼ�2�2ؾۭ ��

表 定݅ࢉ　�

ਤ 1�　ॠ࣌流ྔมಈとポンプ能ྗ（શ員ࡏ੮࣌ɺ5ඵɺա֬ ��2ˋɺ12 （࣌
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࿈çࡌ

株式会社清水合金製作所

ʰ水 Ͱɦࣾձʹ͢ݙߩΔ

ͱԊֵ࢙ྺ

当ࣾは、ত22年、๒金ரをரする「ਗ਼
水合金ரॴ」として業、ত�2年に「ਗ਼水
合金࡞ॴ」にվশし、ຊ֨的にόルϒの
を࢝めました。ত��年には、西ドイπのϘο
ϓ・アンド・ϩイλーࣾとหに関する技術
ఏ携を結ͼ、日ຊで最ॳにόルϒ用のค体ృ装
ઃඋをえ、ιϑτシールหの「Ϙϒϩイ
λーόルϒ」を։ൃ。当時、水題を๊えて
いた水道事業にとって大きなมֵとなりました。
それ以དྷ、水道用όルϒをத৺に事業をల։

するத、ฏ�年に᷂キοπάルーϓに参ը、
Αりݻڧな事業基൫をߏஙしました。ฏ��年
からは水ॲ理事業にもண手。Մൖ式ড়水装置「ア
クアϨスキϡー」をは͡め、ড়水装置「アクア
シリーζ」のラインφοϓを֦ॆし、水道事業
のൃలにめてきました。

ཧ೦ۀاཁɾ֓ۀࣄ

当ࣾは、水道用ػ材の૯合ϝーΧーとして、
給水装置のىとなる水などに用いられる

水道用όルϒをத৺に、ড়水装置、όλϑ
ライหの։ൃ・・ൢചを行い、水道用όル
ϒのੜٴྔ࢈ͼ日ຊ水道ڠձ水道用検査のड
検実はࠃ内τοϓをҡ࣋しています。
近年は、化όルϒシリーζをは͡め、ҡ

ػ理を༰қにするόルϒやড়水と同等の࣋
を࣋つড়水装置など、ฐࣾのキϟονϑϨー
ζ、「࣭のྑさが水にग़る」の։ൃにめて
います。
࣭なを最もޮ的にೲ期かつ低Ձߴ

֨でお٬༷にఏڙするため、ৗに新しいੜ࢈手
法にઓしています。
ड注ʙ։ൃʙੜ࢈ʙೲまでの෦をྲྀれで

つな͗、一連の工ఔにおいてఀやແବをపఈ
的に排আ、工ఔॱに一ͣݸつ࡞ることで後工ఔ
はྑしかྲྀさない組みでߴ࣭なを
ੜ࢈する「414」（4IJNJ[V�1SPEVDU�4ZTUFN）活
動をల։しています。
市ڥのม化のதでも、ॊೈ・ਝにରԠ

しながらޮΑくをることで、お٬༷が
ඞ要な時、ඞ要なྔだけ、Αり҆く、Αりྑい
࣭でおಧけすることをՄにしています。

༷ʑͳ՝Λղܾ͢Δͷ։ൃ

ライϑラインである水道は、いつでも҆શで
҆৺して使えることがඞ要です。自વࡂやਓ
当ࣾは、ࡏগなど༷ʑな՝題を๊える現ݮޱ
年のϊハでഓったห੍ޚ技術と、お٬༷と
時のχーζをにする։ൃྗで༷ʑな՝題
を解ܾすく取り組んでいます。
࿏の化がٻめられるத、ॎの

化にண目。地ൃੜ時のหࣨนのিಥྗを
หのؾ࿏ଐઃඋであるফՐખやۭ、ऩしٵ
ϑランδ෦からの࿙水・ഁଛをいで地ൃੜ

ࣸਅ1　ຊࣾ・工場
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時のফՐ活動を֬อする業քॳの「ิमห」
（ࣸਅ2）をは͡め、ステンϨスਊ金にΰム材
をライχンά、ಠ自のߏとϘルτ݀ܗঢ়を࣋
ͪ、�ຕで���,ʙ2�,、('ܗ'3・ܗなどあらΏ
るϑランδ続にରԠする施工ੑのྑさと、ߴ
いࢭ水ੑでϑランδ෦からの࿙水・ഁଛを͙
ิڧを݉Ͷඋえたϑランδ合෦材「マル
νΨスέοτ」（ࣸਅ2）のଞ、��ඵで解Մ
で、町式ޱ金を内ଂし、ফՐખ・Ԡٸ給水・
水ѹଌ定などҡ࣋理ੑをߴめたۭؾห「町
式ޱ金内ଂラクΤア」、ൃࡂੜ時の給水拠や
水からݪখ規水道のড়水装置として༷ʑなۃ
ྑ࣭な水をるՄൖ式ড়水装置「アクアϨス
キϡー」（ࣸਅ3）など、当ࣾの࡞るόルϒやড়
水装置は、ライϑラインをࢧえるとしてશ
。でご使用いただいていますࠃ

ࣾձ׆ݙߩಈ

֤事業体とࡂ時の水道ػࢿ材のఏܖڙを
結ͼ、ࡂなどのٸۓ時にはଈ時όルϒをൃૹ

する組みをえています。ฏ2�年の۽ຊ地
、ฏ��年の西日ຊ߽Ӎࡂ時には、ড়水装
置「アクアϨスキϡー」をすばやく現にӡͼ、
給水活動を行うなど、ライϑラインである水を
कるく、ࢧԉ体੍をえています（ࣸਅ3）。
では、ݯࢿを大にする取り組みとして、

ٺ化したফՐખのԆ໋にد༩するফՐખิڧ
金۩「Χϩοク」の։ൃや、ڥ活動として、
工内のిؾの-&%化にΑるলΤωルΪー化や
ి動リϑτの使用にΑるೋࢎ化ૉ排ग़の
ބլ県では、�݄�日の「ͼΘ࣎ຊࣾのある、ݮ
の日」にͪなんで։࠵されるਗ਼活動の参Ճ
（ࣸਅ�）など、4%(Tの取組みをల։してい
ます。

͓ΘΓʹ

年、業��प年をܴえ、さらに進化するたࡢ
めのத期Ϗδϣンとして、「4(4はʠ水ʡでࣾ
ձにݙߩする」を掲げました。༷ʑな՝題を解
ܾするとαーϏス、ڥにྀしたࡂ・
・いの։ൃߴ༩する的で࣭のدにࡂݮ
ఏڙを௨͡て、��年、2�年、さらにその先のະ
དྷの水が҆શ・҆৺して使える水であるために、
水のあらΏるシーンでࣾձにݙߩできるΑう取
り組んで参ります。

ࣸਅ2　耐震ิ修ห（ࠨ）とϚルチガεέοτ（ӈ）

ࣸਅ3　�ΞクΞレεΩϡー（ࠨ）と۽ຊ地震Ͱの
給水׆ಈ（ӈ）

ࣸਅ�　ͼΘބの日 ਗ਼׆ಈ
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公 衆 衛 生 概 論

令和３年度 
　　給水装置工事
　主任技術者試験問題

1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  水道施設とその機能に関する次の組み合わせのうち、不適当なものはどれか。

水道施設 機　　能

⑴ 浄水施設・・・原水を人の飲用に適する水に処理する。

⑵ 配水施設・・・一般の需要に応じ、必要な浄水を供給する。

⑶ 貯水施設・・・水道の原水を貯留する。

⑷ 導水施設・・・浄水施設を経た浄水を配水施設に導く。

⑸ 取水施設・・・水道の水源から原水を取り入れる。

問題　2  水道法第 4 条に規定する水質基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 外観は、ほとんど無色透明であること。

⑵ 異常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと。

⑶ 消毒による臭味がないこと。

⑷ 病原生物に汚染され、又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物

質を含むものでないこと。

⑸ 銅、鉄、弗
ふっ

素、フェノールその他の物質をその許容量をこえて含まないこと。
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1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  水道施設とその機能に関する次の組み合わせのうち、不適当なものはどれか。

水道施設 機　　能

⑴ 浄水施設・・・原水を人の飲用に適する水に処理する。

⑵ 配水施設・・・一般の需要に応じ、必要な浄水を供給する。

⑶ 貯水施設・・・水道の原水を貯留する。

⑷ 導水施設・・・浄水施設を経た浄水を配水施設に導く。

⑸ 取水施設・・・水道の水源から原水を取り入れる。

問題　2  水道法第 4 条に規定する水質基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 外観は、ほとんど無色透明であること。

⑵ 異常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと。

⑶ 消毒による臭味がないこと。

⑷ 病原生物に汚染され、又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物

質を含むものでないこと。

⑸ 銅、鉄、弗
ふっ

素、フェノールその他の物質をその許容量をこえて含まないこと。

2

問題　3  水道の利水障害（日常生活での水利用への差し障り）に関する次の記述のうち、不適当なも

のはどれか。

⑴ 藻類が繁殖するとジェオスミンや 2 -メチルイソボルネオール等の有機物が産生され、

これらが飲料水に混入すると着色の原因となる。

⑵ 飲料水の味に関する物質として、塩化物イオン、ナトリウム等があり、これらの飲料水

への混入は主に水道原水や工場排水等に由来する。

⑶ 生活廃水や工場排水に由来する界面活性剤が飲料水に混入すると泡立ちにより、不快感

をもたらすことがある。

⑷ 利水障害の原因となる物質のうち、亜鉛、アルミニウム、鉄、銅は水道原水に由来する

が、水道に用いられた薬品や資機材に由来することもある。
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水 道 行 政

3

水 道 行 政

問題　4  水質管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、水質検査を行うため、必要な検査施設を設けなければならないが、厚生
労働省令の定めるところにより、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の登録を受けた者
に委託して行うときは、この限りではない。

⑵ 水質基準項目のうち、色及び濁り並びに消毒の残留効果については、 1 日 1 回以上検査
を行わなければならない。

⑶ 水質検査に供する水の採取の場所は、給水栓を原則とし、水道施設の構造等を考慮して、
水質基準に適合するかどうかを判断することができる場所を選定する。

⑷ 水道事業者は、その供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、
直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる
措置を講じなければならない。

問題　5  指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新時に、水道事業者が確認することが望ましい事
項に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水装置工事主任技術者等の研修会の受講状況

イ 指定給水装置工事事業者の講習会の受講実績

ウ 適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況

エ 指定給水装置工事事業者の業務内容（営業時間、漏水修繕、対応工事等）

ア イ ウ エ
⑴  誤 正 正 正
⑵  正 誤 正 正
⑶  正 正 誤 正
⑷  正 正 正 誤
⑸  正 正 正 正

3

水 道 行 政

問題　4  水質管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、水質検査を行うため、必要な検査施設を設けなければならないが、厚生
労働省令の定めるところにより、地方公共団体の機関又は厚生労働大臣の登録を受けた者
に委託して行うときは、この限りではない。

⑵ 水質基準項目のうち、色及び濁り並びに消毒の残留効果については、 1 日 1 回以上検査
を行わなければならない。

⑶ 水質検査に供する水の採取の場所は、給水栓を原則とし、水道施設の構造等を考慮して、
水質基準に適合するかどうかを判断することができる場所を選定する。

⑷ 水道事業者は、その供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、
直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる
措置を講じなければならない。

問題　5  指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新時に、水道事業者が確認することが望ましい事
項に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 給水装置工事主任技術者等の研修会の受講状況

イ 指定給水装置工事事業者の講習会の受講実績

ウ 適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況

エ 指定給水装置工事事業者の業務内容（営業時間、漏水修繕、対応工事等）

ア イ ウ エ
⑴  誤 正 正 正
⑵  正 誤 正 正
⑶  正 正 誤 正
⑷  正 正 正 誤
⑸  正 正 正 正
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問題　6  水道法に規定する水道事業等の認可に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当な

ものはどれか。

ア 水道法では、水道事業者を保護育成すると同時に需要者の利益を保護するために、水道

事業者を監督する仕組みとして、認可制度をとっている。

イ 水道事業を経営しようとする者は、市町村長の認可を受けなければならない。

ウ 水道事業経営の認可制度によって、複数の水道事業者の給水区域が重複することによる

不合理・不経済が回避される。

エ 専用水道を経営しようとする者は、市町村長の認可を受けなければならない。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 正 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 誤 正 正

⑸  誤 正 誤 誤
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問題　7  給水装置工事主任技術者について水道法に定められた次の記述の正誤の組み合わせのうち、
適当なものはどれか。

ア 指定給水装置工事事業者は、工事ごとに、給水装置工事主任技術者を選任しなければな
らない。

イ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者を選任した時は、遅滞なくその旨
を国に届け出なければならない。これを解任した時も同様とする。

ウ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督を行わなけ
ればならない。

エ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事に係る給水装置が構造及び材質の基準に適合
していることの確認を行わなければならない。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 誤 誤
⑵  正 誤 正 誤
⑶  誤 正 誤 正
⑷  誤 誤 正 正
⑸  誤 正 誤 誤

問題　8  水道法第 19 条に規定する水道技術管理者の事務に関する次の記述のうち、不適当なもの
はどれか。

⑴ 水道施設が水道法第 5 条の規定による施設基準に適合しているかどうかの検査に関する
事務に従事する。

⑵ 配水施設以外の水道施設又は配水池を新設し、増設し、又は改造した場合における、使
用開始前の水質検査及び施設検査に関する事務に従事する。

⑶ 水道により供給される水の水質検査に関する事務に従事する。

⑷ 水道事業の予算・決算台帳の作成に関する事務に従事する。

⑸ 給水装置が水道法第 16 条の規定に基づき定められた構造及び材質の基準に適合してい
るかどうかの検査に関する事務に従事する。

5

問題　7  給水装置工事主任技術者について水道法に定められた次の記述の正誤の組み合わせのうち、
適当なものはどれか。

ア 指定給水装置工事事業者は、工事ごとに、給水装置工事主任技術者を選任しなければな
らない。

イ 指定給水装置工事事業者は、給水装置工事主任技術者を選任した時は、遅滞なくその旨
を国に届け出なければならない。これを解任した時も同様とする。

ウ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事に従事する者の技術上の指導監督を行わなけ
ればならない。

エ 給水装置工事主任技術者は、給水装置工事に係る給水装置が構造及び材質の基準に適合
していることの確認を行わなければならない。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 誤 誤
⑵  正 誤 正 誤
⑶  誤 正 誤 正
⑷  誤 誤 正 正
⑸  誤 正 誤 誤

問題　8  水道法第 19 条に規定する水道技術管理者の事務に関する次の記述のうち、不適当なもの
はどれか。

⑴ 水道施設が水道法第 5 条の規定による施設基準に適合しているかどうかの検査に関する
事務に従事する。

⑵ 配水施設以外の水道施設又は配水池を新設し、増設し、又は改造した場合における、使
用開始前の水質検査及び施設検査に関する事務に従事する。

⑶ 水道により供給される水の水質検査に関する事務に従事する。

⑷ 水道事業の予算・決算台帳の作成に関する事務に従事する。

⑸ 給水装置が水道法第 16 条の規定に基づき定められた構造及び材質の基準に適合してい
るかどうかの検査に関する事務に従事する。
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問題　9  水道事業の経営全般に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、水道の布設工事を自ら施行し、又は他人に施行させる場合においては、

その職員を指名し、又は第三者に委嘱して、その工事の施行に関する技術上の監督業務を

行わせなければならない。

⑵ 水道事業者は、水道事業によって水の供給を受ける者から、水質検査の請求を受けたと

きは、すみやかに検査を行い、その結果を請求者に通知しなければならない。

⑶ 水道事業者は、水道法施行令で定めるところにより、水道の管理に関する技術上の業務

の全部又は一部を他の水道事業者若しくは水道用水供給事業者又は当該業務を適正かつ確

実に実施することができる者として同施行令で定める要件に該当するものに委託すること

ができる。

⑷ 地方公共団体である水道事業者は、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進

に関する法律に規定する公共施設等運営権を設定しようとするときは、水道法に基づき、

あらかじめ都道府県知事の認可を受けなければならない。
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給 水 装 置 工 事 法

7

給 水 装 置 工 事 法

問題　10 水道法施行規則第 36 条第 1 項第 2 号の指定給水装置工事事業者における「事業の運営の

基準」に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはどれ

か。

「適切に作業を行うことができる技能を有する者」とは、配水管への分水栓の取付け、配水

管の ア 、給水管の接合等の配水管から給水管を分岐する工事に係る作業及び当該分

岐部から イ までの配管工事に係る作業について、当該 ウ その他の地下埋設

物に変形、破損その他の異常を生じさせることがないよう、適切な資機材、工法、地下埋設

物の防護の方法を選択し、 エ を実施できる者をいう。

ア イ ウ エ

⑴ 点 検 止 水 栓 給水管 技術上の監理

⑵ 点 検 水道メーター 給水管 正 確 な 作 業

⑶ 穿 孔 止 水 栓 配水管 技術上の監理

⑷ 穿 孔 水道メーター 給水管 技術上の監理

⑸ 穿 孔 水道メーター 配水管 正 確 な 作 業

8

問題　11 配水管からの給水管の取出しに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものは

どれか。

ア 配水管への取付口の位置は、他の給水装置の取付口から 30 センチメートル以上離し、

また、給水管の口径は、当該給水装置による水の使用量に比し、著しく過大でないこと。

イ 異形管から給水管を取り出す場合は、外面に付着した土砂や外面被覆材を除去し、入念

に清掃したのち施工する。

ウ 不断水分岐作業の終了後は、水質確認（残留塩素の測定及び色、におい、濁り、味の確

認）を行う。

エ ダクタイル鋳鉄管の分岐穿孔に使用するサドル付分水栓用ドリルの先端角は、一般的に

モルタルライニング管が 90°～100°で、エポキシ樹脂粉体塗装管が 118°である。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 誤

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 誤 正

⑸  正 誤 正 正
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問題　12 ダクタイル鋳鉄管からのサドル付分水栓穿孔作業に関する次の記述の正誤の組み合わせの

うち、適当なものはどれか。

ア サドル付分水栓を取り付ける前に、弁体が全閉状態になっていること、パッキンが正し

く取り付けられていること、塗装面やねじ等に傷がないこと等を確認する。

イ サドル付分水栓は、配水管の管軸頂部にその中心線がくるように取り付け、給水管の取

出し方向及びサドル付分水栓が管軸方向から見て傾きがないことを確認する。

ウ サドル付分水栓の穿孔作業に際し、サドル付分水栓の吐水部又は穿孔機の排水口に排水

用ホースを連結し、ホース先端を下水溝に直接接続し、確実に排水する。

エ 穿孔中はハンドルの回転が軽く感じるが、穿孔が完了する過程においてハンドルが重く

なるため、特に口径 50 mm から取り出す場合にはドリルの先端が管底に接触しないよう

注意しながら完全に穿孔する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 正 誤 正
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問題　13 止水栓の設置及び給水管の防護に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なもの

はどれか。

ア 止水栓は、給水装置の維持管理上支障がないよう、メーターボックス（ます）又は専用の

止水栓きょう内に収納する。

イ 給水管を建物の柱や壁等に添わせて配管する場合には、外力、自重、水圧等による振動

やたわみで損傷を受けやすいので、クリップ等のつかみ金具を使用し、管を 3 ～ 4 ｍの

間隔で建物に固定する。

ウ 給水管を構造物の基礎や壁を貫通させて設置する場合は、構造物の貫通部に配管スリー

ブ等を設け、スリーブとの間隙を弾性体で充填し、給水管の損傷を防止する。

エ 給水管が水路を横断する場所にあっては、原則として水路を上越しして設置し、さや管

等による防護措置を講じる。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  正 正 誤 誤

⑸  誤 正 正 誤
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問題　14 水道メーターの設置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターの設置に当たっては、水道メーターに表示されている流水方向の矢印を確

認したうえで取り付ける。

⑵ 水道メーターの設置は、原則として道路境界線に最も近接した宅地内で、水道メーター

の計量及び取替作業が容易であり、かつ、水道メーターの損傷、凍結等のおそれがない位

置とする。

⑶ 呼び径が 50 mm 以上の水道メーターを収納するメーターボックス（ます）は、コンク

リートブロック、現場打ちコンクリート、金属製等で、上部に鉄蓋を設置した構造とする

のが一般的である。

⑷ 集合住宅等の複数戸に直結増圧式等で給水する建物の親メーターにおいては、ウォー

ターハンマーを回避するため、メーターバイパスユニットを設置する方法がある。

⑸ 水道メーターは、傾斜して取り付けると、水道メーターの性能、計量精度や耐久性を低

下させる原因となるので、水平に取り付けるが、電磁式のみ取付姿勢は自由である。

12

問題　15 「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」に関する次の記述のうち、不適当なものは

どれか。

⑴ 家屋の主配管とは、口径や流量が最大の給水管を指し、配水管からの取り出し管と同口

径の部分の配管がこれに該当する。

⑵ 家屋の主配管は、配管の経路について構造物の下の通過を避けること等により、漏水時

の修理を容易に行うことができるようにしなければならない。

⑶ 給水装置の接合箇所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためにその構造及び材質に

応じた適切な接合が行われているものでなければならない。

⑷ 弁類は、耐久性能試験により 10 万回の開閉操作を繰り返した後、当該省令に規定する

性能を有するものでなければならない。

⑸ 熱交換器が給湯及び浴槽内の水等の加熱に兼用する構造の場合、加熱用の水路について

は、耐圧性能試験により 1.75 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水漏れ、変形、

破損その他の異常を生じないこと。

問題　16 配管工事の留意点に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水路の上越し部、鳥居配管となっている箇所等、空気溜まりを生じるおそれがある場所

にあっては空気弁を設置する。

⑵ 高水圧が生じる場所としては、配水管の位置に対し著しく低い場所にある給水装置など

が挙げられるが、そのような場所には逆止弁を設置する。

⑶ 給水管は、将来の取替え、漏水修理等の維持管理を考慮して、できるだけ直線に配管する。

⑷ 地階又は 2 階以上に配管する場合は、修理や改造工事に備えて、各階ごとに止水栓を設

置する。

⑸ 給水管の布設工事が 1 日で完了しない場合は、工事終了後必ずプラグ等で汚水やごみ等

の侵入を防止する措置を講じておく。
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問題　15 「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」に関する次の記述のうち、不適当なものは

どれか。

⑴ 家屋の主配管とは、口径や流量が最大の給水管を指し、配水管からの取り出し管と同口

径の部分の配管がこれに該当する。

⑵ 家屋の主配管は、配管の経路について構造物の下の通過を避けること等により、漏水時

の修理を容易に行うことができるようにしなければならない。

⑶ 給水装置の接合箇所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためにその構造及び材質に

応じた適切な接合が行われているものでなければならない。

⑷ 弁類は、耐久性能試験により 10 万回の開閉操作を繰り返した後、当該省令に規定する

性能を有するものでなければならない。

⑸ 熱交換器が給湯及び浴槽内の水等の加熱に兼用する構造の場合、加熱用の水路について

は、耐圧性能試験により 1.75 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えたとき、水漏れ、変形、

破損その他の異常を生じないこと。

問題　16 配管工事の留意点に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水路の上越し部、鳥居配管となっている箇所等、空気溜まりを生じるおそれがある場所

にあっては空気弁を設置する。

⑵ 高水圧が生じる場所としては、配水管の位置に対し著しく低い場所にある給水装置など

が挙げられるが、そのような場所には逆止弁を設置する。

⑶ 給水管は、将来の取替え、漏水修理等の維持管理を考慮して、できるだけ直線に配管する。

⑷ 地階又は 2 階以上に配管する場合は、修理や改造工事に備えて、各階ごとに止水栓を設

置する。

⑸ 給水管の布設工事が 1 日で完了しない場合は、工事終了後必ずプラグ等で汚水やごみ等

の侵入を防止する措置を講じておく。

13

問題　17 給水管の接合に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水道用ポリエチレン二層管の金属継手による接合においては、管種（ 1 ～ 3 種）に適合

したものを使用し、接合に際しては、金属継手を分解して、袋ナット、樹脂製リングの順

序で管に部品を通し、樹脂製リングは割りのない方を袋ナット側に向ける。

イ 硬質塩化ビニルライニング鋼管のねじ継手に外面樹脂被覆継手を使用する場合は、埋設

の際、防食テープを巻く等の防食処理等を施す必要がある。

ウ ダクタイル鋳鉄管の接合に使用する滑剤は、継手用滑剤に適合するものを使用し、グ

リース等の油剤類は使用しない。

エ 水道配水用ポリエチレン管の EF 継手による接合は、長尺の陸継ぎが可能であり、異形

管部分の離脱防止対策が不要である。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 正 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 誤 誤 正

⑸  誤 誤 正 正



 ● Vol.23  No.1  2022. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

39

14

問題　18 給水装置の維持管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者は、需要者が水道水の供給を受ける水道事業者の配水管からの
分岐以降水道メーターまでの間の維持管理方法に関して、必要の都度需要者に情報提供する。

⑵ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの間で、水道事業者の負担で漏水修繕する範囲
は、水道事業者ごとに定められている。

⑶ 水道メーターの下流側から末端給水用具までの間の維持管理は、すべて需要者の責任で
ある。

⑷ 需要者は、給水装置の維持管理に関する知識を有していない場合が多いので、給水装置
工事主任技術者は、需要者から給水装置の異常を告げられたときには、漏水の見つけ方や
漏水の予防方法などの情報を提供する。

⑸ 指定給水装置工事事業者は、末端給水装置から供給された水道水の水質に関して異常が
あった場合には、まず給水用具等に異常がないか確認した後に水道事業者に報告しなけれ
ばならない。

問題　19 消防法の適用を受けるスプリンクラーに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 平成 19 年の消防法改正により、一定規模以上のグループホーム等の小規模社会福祉施
設にスプリンクラーの設置が義務付けられた。

⑵ 水道直結式スプリンクラー設備の工事は、水道法に定める給水装置工事として指定給水
装置工事事業者が施工する。

⑶ 水道直結式スプリンクラー設備の設置で、分岐する配水管からスプリンクラーヘッドま
での水理計算及び給水管、給水用具の選定は、消防設備士が行う。

⑷ 水道直結式スプリンクラー設備は、消防法令適合品を使用するとともに、給水装置の構
造及び材質の基準に関する省令に適合した給水管、給水用具を用いる。

⑸ 水道直結式スプリンクラー設備の配管は、消火用水をできるだけ確保するために十分な
水を貯留することのできる構造とする。

14

問題　18 給水装置の維持管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者は、需要者が水道水の供給を受ける水道事業者の配水管からの
分岐以降水道メーターまでの間の維持管理方法に関して、必要の都度需要者に情報提供する。

⑵ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの間で、水道事業者の負担で漏水修繕する範囲
は、水道事業者ごとに定められている。

⑶ 水道メーターの下流側から末端給水用具までの間の維持管理は、すべて需要者の責任で
ある。

⑷ 需要者は、給水装置の維持管理に関する知識を有していない場合が多いので、給水装置
工事主任技術者は、需要者から給水装置の異常を告げられたときには、漏水の見つけ方や
漏水の予防方法などの情報を提供する。

⑸ 指定給水装置工事事業者は、末端給水装置から供給された水道水の水質に関して異常が
あった場合には、まず給水用具等に異常がないか確認した後に水道事業者に報告しなけれ
ばならない。

問題　19 消防法の適用を受けるスプリンクラーに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 平成 19 年の消防法改正により、一定規模以上のグループホーム等の小規模社会福祉施
設にスプリンクラーの設置が義務付けられた。
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給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

15

給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水管及び給水用具の耐圧、浸出以外に適用される性能基準に関する次の組み合わせのう

ち、適当なものはどれか。

⑴ 給 水 管 ： 耐　　久、　　　耐　　寒、　　　逆流防止

⑵ 継 　 手 ： 耐　　久、　　　耐　　寒、　　　逆流防止

⑶ 浄 水 器 ： 耐　　寒、　　　逆流防止、　　　負圧破壊

⑷ 逆 止 弁 ： 耐　　久、　　　逆流防止、　　　負圧破壊

問題　21 給水装置の水撃限界性能基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水撃限界性能基準は、水撃作用により給水装置に破壊等が生じることを防止するための

ものである。

⑵ 水撃作用とは、止水機構を急に閉止した際に管路内に生じる圧力の急激な変動作用をい

う。

⑶ 水撃限界性能基準は、水撃発生防止仕様の給水用具であるか否かを判断する基準であり、

水撃作用を生じるおそれのある給水用具はすべてこの基準を満たしていなければならない。

⑷ 水撃限界性能基準の適用対象の給水用具には、シングルレバー式水栓、ボールタップ、

電磁弁（電磁弁内蔵の全自動洗濯機、食器洗い機等）、元止め式瞬間湯沸器がある。

⑸ 水撃限界に関する試験により、流速2メートル毎秒又は動水圧を0.15メガパスカルと

する条件において給水用具の止水機構の急閉止をしたとき、その水撃作用により上昇する

圧力が1.5メガパスカル以下である性能を有する必要がある。

15

給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 給水管及び給水用具の耐圧、浸出以外に適用される性能基準に関する次の組み合わせのう

ち、適当なものはどれか。

⑴ 給 水 管 ： 耐　　久、　　　耐　　寒、　　　逆流防止

⑵ 継 　 手 ： 耐　　久、　　　耐　　寒、　　　逆流防止

⑶ 浄 水 器 ： 耐　　寒、　　　逆流防止、　　　負圧破壊

⑷ 逆 止 弁 ： 耐　　久、　　　逆流防止、　　　負圧破壊

問題　21 給水装置の水撃限界性能基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水撃限界性能基準は、水撃作用により給水装置に破壊等が生じることを防止するための

ものである。

⑵ 水撃作用とは、止水機構を急に閉止した際に管路内に生じる圧力の急激な変動作用をい

う。

⑶ 水撃限界性能基準は、水撃発生防止仕様の給水用具であるか否かを判断する基準であり、

水撃作用を生じるおそれのある給水用具はすべてこの基準を満たしていなければならない。

⑷ 水撃限界性能基準の適用対象の給水用具には、シングルレバー式水栓、ボールタップ、

電磁弁（電磁弁内蔵の全自動洗濯機、食器洗い機等）、元止め式瞬間湯沸器がある。

⑸ 水撃限界に関する試験により、流速2メートル毎秒又は動水圧を0.15メガパスカルと

する条件において給水用具の止水機構の急閉止をしたとき、その水撃作用により上昇する

圧力が1.5メガパスカル以下である性能を有する必要がある。
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問題　22 給水用具の逆流防止性能基準に関する次の記述の 内に入る数値の組み合わせの

うち、適当なものはどれか。

減圧式逆流防止器の逆流防止性能基準は、厚生労働大臣が定める逆流防止に関する試験に

より ア キロパスカル及び イ メガパスカルの静水圧を ウ 分間加えた

とき、水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないとともに、厚生労働大臣が定める負圧破

壊に関する試験により流入側からマイナス エ キロパスカルの圧力を加えたとき、減

圧式逆流防止器に接続した透明管内の水位の上昇が 3 ミリメートルを超えないこととされて

いる。

ア イ ウ エ

⑴ 3 1.5 5 54

⑵ 5 3 5 5

⑶ 3 1.5 1 54

⑷ 5 1.5 5 5

⑸ 3 3 1 54
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問題　23 給水装置の構造及び材質の基準に定める耐寒性能基準及び耐寒性能試験に関する次の記述

の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 耐寒性能基準は、寒冷地仕様の給水用具か否かの判断基準であり、凍結のおそれがある

場所において設置される給水用具はすべてこの基準を満たしていなければならない。

イ 凍結のおそれがある場所に設置されている給水装置のうち弁類の耐寒性能試験では、零

下 20℃プラスマイナス 2 ℃の温度で 1 時間保持した後に通水したとき、当該給水装置に

係る耐圧性能、水撃限界性能、逆流防止性能及び負圧破壊性能を有するものであることを

確認する必要がある。

ウ 低温に暴露した後確認すべき性能基準項目から浸出性能を除いたのは、低温暴露により

材質等が変化することは考えられず、浸出性能に変化が生じることはないと考えられるこ

とによる。

エ 耐寒性能基準においては、凍結防止の方法は水抜きに限定している。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  誤 誤 正 誤

⑷  正 誤 誤 正

⑸  誤 正 正 誤
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問題　24 クロスコネクション及び水の汚染防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

ア 給水装置と受水槽以下の配管との接続はクロスコネクションではない。

イ 給水装置と当該給水装置以外の水管、その他の設備とは、仕切弁や逆止弁が介在しても、

また、一時的な仮設であってもこれらを直接連結してはならない。

ウ シアンを扱う施設に近接した場所があったため、鋼管を使用して配管した。

エ 合成樹脂管は有機溶剤などに侵されやすいので、そのおそれがある箇所には使用しない

こととし、やむを得ず使用する場合は、さや管などで適切な防護措置を施す。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 正 誤 誤

⑷  誤 誤 正 正

⑸  正 誤 誤 正

19

問題　25 水の汚染防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 配管接合用シール材又は接着剤等は水道用途に適したものを使用し、接合作業において

接着剤、切削油、シール材等の使用量が不適当な場合、これらの物質が水道水に混入し、

油臭、薬品臭等が発生する場合があるので必要最小限の材料を使用する。

⑵ 末端部が行き止まりの給水装置は、停滞水が生じ、水質が悪化するおそれがあるため極

力避ける。やむを得ず行き止まり管となる場合は、末端部に排水機構を設置する。

⑶ 洗浄弁、洗浄装置付便座、水洗便器のロータンク用ボールタップは、浸出性能基準の適

用対象となる給水用具である。

⑷ 一時的、季節的に使用されない給水装置には、給水管内に長期間水の停滞を生じること

があるため、まず適量の水を飲用以外で使用することにより、その水の衛生性を確保する。

⑸ 分岐工事や漏水修理等で鉛製給水管を発見した時は、速やかに水道事業者に報告する。
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問題　26 金属管の侵食に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ マクロセル侵食とは、埋設状態にある金属材質、土壌、乾湿、通気性、pH、溶解成分

の違い等の異種環境での電池作用による侵食をいう。

⑵ 金属管が鉄道、変電所等に近接して埋設されている場合に、漏洩電流による電気分解作

用により侵食を受ける。このとき、電流が金属管から流出する部分に侵食が起きる。

⑶ 通気差侵食は、土壌の空気の通りやすさの違いにより発生するものの他に、埋設深さの

差、湿潤状態の差、地表の遮断物による通気差が起因して発生するものがある。

⑷ 地中に埋設した鋼管が部分的にコンクリートと接触している場合、アルカリ性のコンク

リートに接していない部分の電位が、コンクリートと接触している部分より高くなって腐

食電池が形成され、コンクリートと接触している部分が侵食される。

⑸ 埋設された金属管が異種金属の管や継手、ボルト等と接触していると、自然電位の低い

金属と自然電位の高い金属との間に電池が形成され、自然電位の低い金属が侵食される。

問題　27 凍結深度に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものは

どれか。

凍結深度は、 ア 温度が 0 ℃になるまでの地表からの深さとして定義され、気象

条件の他、 イ によって支配される。屋外配管は、凍結深度より ウ 布設しな

ければならないが、下水道管等の地下埋設物の関係で、やむを得ず凍結深度より エ

布設する場合、又は擁壁、側溝、水路等の側壁からの離隔が十分に取れない場合等凍結深度

内に給水装置を設置する場合は保温材（発泡スチロール等）で適切な防寒措置を講じる。

ア イ ウ エ

⑴ 地中 管 の 材 質 深く 浅く

⑵ 管内 土質や含水率 浅く 深く

⑶ 地中 土質や含水率 深く 浅く

⑷ 管内 管 の 材 質 浅く 深く
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問題　26 金属管の侵食に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。
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ア イ ウ エ

⑴ 地中 管 の 材 質 深く 浅く

⑵ 管内 土質や含水率 浅く 深く

⑶ 地中 土質や含水率 深く 浅く
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問題　28 給水装置の逆流防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ バキュームブレーカの下端又は逆流防止機能が働く位置と水受け容器の越流面との間隔

を 100 mm 以上確保する。

⑵ 吐水口を有する給水装置から浴槽に給水する場合は、越流面からの吐水口空間は

50 mm 以上を確保する。

⑶ 吐水口を有する給水装置からプールに給水する場合は、越流面からの吐水口空間は

200 mm 以上を確保する。

⑷ 減圧式逆流防止器は、構造が複雑であり、機能を良好な状態に確保するためにはテスト

コックを用いた定期的な性能確認及び維持管理が必要である。

⑸ ばね式、リフト式、スイング式逆止弁は、シール部分に鉄さび等の夾雑物が挟まったり、

また、パッキン等シール材の摩耗や劣化により逆流防止性能を失うおそれがある。

問題　29 給水装置の逆流防止に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適

当なものはどれか。

呼び径が 20 mm を超え 25 mm 以下のものについては、 ア から吐水口の中心ま

での水平距離を イ mm 以上とし、 ウ から吐水口の エ までの垂直

距離は オ mm 以上とする。

ア イ ウ エ オ

⑴ 近接壁 100 越流面 最下端 100

⑵ 越流面 50 近接壁 中 心 100

⑶ 近接壁 50 越流面 最下端 50

⑷ 越流面 100 近接壁 中 心 50
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問題　30 給水方式に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 直結式給水は、配水管の水圧で直結給水する方式（直結直圧式）と、給水管の途中に圧力

水槽を設置して給水する方式（直結増圧式）がある。

イ 直結式給水は、配水管から給水装置の末端まで水質管理がなされた安全な水を需要者に

直接供給することができる。

ウ 受水槽式給水は、配水管から分岐し受水槽に受け、この受水槽から給水する方式であり、

受水槽流出口までが給水装置である。

エ 直結・受水槽併用式給水は、一つの建築物内で直結式、受水槽式の両方の給水方式を併

用するものである。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 誤 正 正

⑸  誤 正 誤 正
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問題　31 給水方式の決定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者ごとに、水圧状況、配水管整備状況等により給水方式の取扱いが異なるため、

その決定に当たっては、計画に先立ち、水道事業者に確認する必要がある。

⑵ 一時に多量の水を使用するとき等に、配水管の水圧低下を引き起こすおそれがある場合

は、直結・受水槽併用式給水とする。

⑶ 配水管の水圧変動にかかわらず、常時一定の水量、水圧を必要とする場合は受水槽式と

する。

⑷ 直結給水システムの給水形態は、階高が 4 階程度以上の建築物の場合は基本的には直結

増圧式給水であるが、配水管の水圧等に余力がある場合は、特例として直結直圧式で給水

することができる。

⑸ 有毒薬品を使用する工場等事業活動に伴い、水を汚染するおそれのある場所に給水する

場合は受水槽式とする。

問題　32 受水槽式給水に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 病院や行政機関の庁舎等において、災害時や配水施設の事故等による水道の断減水時に

も、給水の確保が必要な場合は受水槽式とする。

⑵ 配水管の水圧が高いときは、受水槽への流入時に給水管を流れる流量が過大となって、

水道メーターの性能、耐久性に支障を与えることがある。

⑶ ポンプ直送式は、受水槽に受水した後、使用水量に応じてポンプの運転台数の変更や回

転数制御によって給水する方式である。

⑷ 圧力水槽式は、受水槽に受水した後、ポンプで高置水槽へ汲み上げ、自然流下により給

水する方式である。

⑸ 一つの高置水槽から適切な水圧で給水できる高さの範囲は、10 階程度なので、高層建

物では高置水槽や減圧弁をその高さに応じて多段に設置する必要がある。
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問題　33 直結式給水による15戸の集合住宅での同時使用水量として、次のうち、最も近い値はど

れか。

ただし、同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算する方法によるものとし、

1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量、同時使用率を考慮した末端給水用具数、並び

に集合住宅の給水戸数と同時使用戸数率は、それぞれ表－1から表－3までのとおりとする。

⑴ 580 L/min

⑵ 610 L/min

⑶ 640 L/min

⑷ 670 L/min

⑸ 700 L/min

表－2　総末端給水用具数と同時使用水量比

総末端給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 30

同時使用水量比 1.0 1.4 1.7 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9 3.0 3.5 4.0 5.0

表－3　給水戸数と同時使用戸数率

戸　数 1～ 3 4 ～10 11～20 21～30 31～40 41～60 61～80 81～100

同時使用戸数率（％） 100 90 80 70 65 60 55 50

表－1　 1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量

給水用具 個数 使用水量（L/min）

台所流し 1 25

洗濯流し 1 25

洗面器 1 10

浴槽（洋式） 1 40

大便器（洗浄タンク） 1 15

手洗器 1  5

25

問題　34 受水槽式による総戸数 100 戸（ 2 LDK が 40 戸、 3 LDK が 60 戸）の集合住宅 1 棟の標準

的な受水槽容量の範囲として、次のうち、最も適当なものはどれか。

ただし、 2 LDK 1 戸当たりの居住人員は 3 人、 3 LDK 1 戸当たりの居住人員は 4 人とし、

1 人 1 日当たりの使用水量は 250 Ｌとする。

⑴ 24 m3～42 m3

⑵ 27 m3～45 m3

⑶ 32 m3～48 m3

⑷ 36 m3～54 m3

⑸ 45 m3～63 m3
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問題　35 図－1に示す給水管（口径 25 mm）において、ＡからＦに向かって 48 L/min の水を流し

た場合、管路Ａ～Ｆ間の総損失水頭として、次のうち、最も近い値はどれか。

ただし、総損失水頭は管の摩擦損失水頭と高低差のみの合計とし、水道メーター、給水用

具類は配管内に無く、管の曲がりによる損失水頭は考慮しない。また、給水管の水量と動水

勾配の関係は、図－2を用いて求めるものとする。

なお、Ａ～Ｂ、Ｃ～Ｄ、Ｅ～Ｆは水平方向に、Ｂ～Ｃ、Ｄ～Ｅは鉛直方向に配管されている。

⑴ 4 ｍ ⑵ 6 ｍ ⑶ 8 ｍ ⑷ 10 ｍ ⑸ 12 ｍ

配水管
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
給水管（口径 25 mm）

高低差 2 m

高低差 1 m

5 m

7 m

5 m

図－1
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図－2　ウエストン公式による給水管の流量図
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問題　36 労働安全衛生法上、酸素欠乏危険場所で作業する場合の事業者の措置に関する次の記述の
うち、誤っているものはどれか。

⑴ 事業者は、酸素欠乏危険作業主任者を選任しなければならない。
⑵ 事業者は、作業環境測定の記録を 3 年間保存しなければならない。
⑶ 事業者は、労働者を作業場所に入場及び退場させるときは、人員を点検しなければなら

ない。
⑷ 事業者は、作業場所の空気中の酸素濃度を 16％以上に保つように換気しなければなら

ない。
⑸ 事業者は、酸素欠乏症等にかかった労働者に、直ちに医師の診察又は処置を受けさせな

ければならない。

問題　37 建築物に設ける飲料水の配管設備に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なも
のはどれか。

ア ウォーターハンマーが生ずるおそれがある場合においては、エアチャンバーを設けるな
ど有効なウォーターハンマー防止のための措置を講ずる。

イ 給水タンクは、衛生上有害なものが入らない構造とし、金属性のものにあっては、衛生
上支障のないように有効なさび止めのための措置を講ずる。

ウ 防火対策のため、飲料水の配管と消火用の配管を直接連結する場合は、仕切弁及び逆止
弁を設置するなど、逆流防止の措置を講ずる。

エ 給水タンク内部に飲料水以外の配管を設置する場合には、さや管などにより、防護措置
を講ずる。

ア イ ウ エ
⑴  正 誤 正 誤
⑵  正 正 誤 誤
⑶  誤 正 正 正
⑷  誤 誤 正 正
⑸  誤 正 誤 正
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問題　38 給水装置用材料の基準適合品の確認方法に関する次の記述の 内に入る語句の組

み合わせのうち、適当なものはどれか。

給水装置用材料が使用可能か否かは、給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に適合

しているか否かであり、これを消費者、指定給水装置工事事業者、水道事業者等が判断する

こととなる。この判断のために製品等に表示している ア マークがある。

また、制度の円滑な実施のために イ では製品ごとの ウ 基準への適合性に

関する情報が全国的に利用できるよう エ データベースを構築している。

ア イ ウ エ

⑴ 認証 経済産業省 性 能 水道施設

⑵ 適合 厚生労働省 システム 給水装置

⑶ 適合 経済産業省 システム 水道施設

⑷ 認証 厚生労働省 性 能 給水装置

問題　39 給水装置工事主任技術者に求められる知識と技能に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 給水装置工事は、工事の内容が人の健康や生活環境に直結した給水装置の設置又は変更

の工事であることから、設計や施工が不良であれば、その給水装置によって水道水の供給

を受ける需要者のみならず、配水管への汚水の逆流の発生等により公衆衛生上大きな被害

を生じさせるおそれがある。

⑵ 給水装置に関しては、布設される給水管や弁類等が地中や壁中に隠れてしまうので、施

工の不良を発見することも、それが発見された場合の是正も容易ではないことから、適切

な品質管理が求められる。

⑶ 給水条例等の名称で制定されている給水要綱には、給水装置工事に関わる事項として、

適切な工事施行ができる者の指定、水道メーターの設置位置、指定給水装置工事事業者が

給水装置工事を施行する際に行わなければならない手続き等が定められているので、その

内容を熟知しておく必要がある。

⑷ 新技術、新材料に関する知識、関係法令、条例等の制定、改廃についての知識を不断に

修得するための努力を行うことが求められる。

28

問題　38 給水装置用材料の基準適合品の確認方法に関する次の記述の 内に入る語句の組

み合わせのうち、適当なものはどれか。

給水装置用材料が使用可能か否かは、給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に適合

しているか否かであり、これを消費者、指定給水装置工事事業者、水道事業者等が判断する

こととなる。この判断のために製品等に表示している ア マークがある。

また、制度の円滑な実施のために イ では製品ごとの ウ 基準への適合性に

関する情報が全国的に利用できるよう エ データベースを構築している。

ア イ ウ エ

⑴ 認証 経済産業省 性 能 水道施設

⑵ 適合 厚生労働省 システム 給水装置

⑶ 適合 経済産業省 システム 水道施設

⑷ 認証 厚生労働省 性 能 給水装置

問題　39 給水装置工事主任技術者に求められる知識と技能に関する次の記述のうち、不適当なもの

はどれか。

⑴ 給水装置工事は、工事の内容が人の健康や生活環境に直結した給水装置の設置又は変更

の工事であることから、設計や施工が不良であれば、その給水装置によって水道水の供給

を受ける需要者のみならず、配水管への汚水の逆流の発生等により公衆衛生上大きな被害

を生じさせるおそれがある。

⑵ 給水装置に関しては、布設される給水管や弁類等が地中や壁中に隠れてしまうので、施

工の不良を発見することも、それが発見された場合の是正も容易ではないことから、適切

な品質管理が求められる。

⑶ 給水条例等の名称で制定されている給水要綱には、給水装置工事に関わる事項として、

適切な工事施行ができる者の指定、水道メーターの設置位置、指定給水装置工事事業者が

給水装置工事を施行する際に行わなければならない手続き等が定められているので、その

内容を熟知しておく必要がある。

⑷ 新技術、新材料に関する知識、関係法令、条例等の制定、改廃についての知識を不断に

修得するための努力を行うことが求められる。
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問題　40 一般建設業において営業所ごとに専任する一定の資格と実務経験を有する者について、管

工事業で実務経験と認定される資格等に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 技術士の 2 次試験のうち一定の部門（上下水道部門、衛生工学部門等）に合格した者

⑵ 建築設備士となった後、管工事に関し 1 年以上の実務経験を有する者

⑶ 給水装置工事主任技術者試験に合格した後、管工事に関し 1 年以上の実務経験を有する

者

⑷ 登録計装試験に合格した後、管工事に関し 1 年以上の実務経験を有する者
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給 水 装 置 の 概 要

1

給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水管に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ダクタイル鋳鉄管は、鋳鉄組織中の黒鉛が球状のため、靱性に富み衝撃に強く、強度が

大であり、耐久性がある。

⑵ 硬質ポリ塩化ビニル管は、難燃性であるが、熱及び衝撃には比較的弱い。

⑶ ステンレス鋼鋼管は、薄肉だが、強度的に優れ、軽量化しているので取扱いが容易である。

⑷ 波状ステンレス鋼管は、ステンレス鋼鋼管に波状部を施した製品で、波状部において任

意の角度を形成でき、継手が少なくてすむ等の配管施工の容易さを備えている。

⑸ 銅管は、アルカリに侵されず、遊離炭酸の多い水にも適している。

問題　42 給水装置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置として取り扱われる貯湯湯沸器は、そのほとんどが貯湯部にかかる圧力が 100

キロパスカル以下で、かつ伝熱面積が 4 m2以下の構造のものである。

⑵ 給湯用加圧装置は、貯湯湯沸器の一次側に設置し、湯圧が不足して給湯設備が満足に使

用できない場合に加圧する給水用具である。

⑶ 潜熱回収型給湯器は、今まで捨てられていた高温（約 200℃）の燃焼ガスを再利用し、水

を潜熱で温めた後に従来の一次熱交換器で加温して温水を作り出す、従来の非潜熱回収型

給湯器より高い熱効率を実現した給湯器である。

⑷ 瞬間湯沸器は、給湯に連動してガス通路を開閉する機構を備え、最高 85℃程度まで温

度を上げることができるが、通常は 40℃前後で使用される。

⑸ 瞬間湯沸器の号数とは、水温を 25℃上昇させたとき 1 分間に出るお湯の量（L）の数字

であり、水道水を 25℃上昇させ出湯したとき 1 分間に 20 L 給湯できる能力の湯沸器が

20 号である。

1

給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水管に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ダクタイル鋳鉄管は、鋳鉄組織中の黒鉛が球状のため、靱性に富み衝撃に強く、強度が

大であり、耐久性がある。

⑵ 硬質ポリ塩化ビニル管は、難燃性であるが、熱及び衝撃には比較的弱い。

⑶ ステンレス鋼鋼管は、薄肉だが、強度的に優れ、軽量化しているので取扱いが容易である。

⑷ 波状ステンレス鋼管は、ステンレス鋼鋼管に波状部を施した製品で、波状部において任

意の角度を形成でき、継手が少なくてすむ等の配管施工の容易さを備えている。

⑸ 銅管は、アルカリに侵されず、遊離炭酸の多い水にも適している。

問題　42 給水装置に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置として取り扱われる貯湯湯沸器は、そのほとんどが貯湯部にかかる圧力が 100

キロパスカル以下で、かつ伝熱面積が 4 m2以下の構造のものである。

⑵ 給湯用加圧装置は、貯湯湯沸器の一次側に設置し、湯圧が不足して給湯設備が満足に使

用できない場合に加圧する給水用具である。

⑶ 潜熱回収型給湯器は、今まで捨てられていた高温（約 200℃）の燃焼ガスを再利用し、水

を潜熱で温めた後に従来の一次熱交換器で加温して温水を作り出す、従来の非潜熱回収型

給湯器より高い熱効率を実現した給湯器である。

⑷ 瞬間湯沸器は、給湯に連動してガス通路を開閉する機構を備え、最高 85℃程度まで温

度を上げることができるが、通常は 40℃前後で使用される。

⑸ 瞬間湯沸器の号数とは、水温を 25℃上昇させたとき 1 分間に出るお湯の量（L）の数字

であり、水道水を 25℃上昇させ出湯したとき 1 分間に 20 L 給湯できる能力の湯沸器が

20 号である。
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問題　43 硬質ポリ塩化ビニル管の施工上の注意点に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 直射日光による劣化や温度の変化による伸縮性があるので、配管施工等において注意を
要する。

⑵ 接合時にはパイプ端面をしっかりと面取りし、継手だけでなくパイプ表面にも適量の接
着剤を塗布し、接合後は一定時間、接合部の抜出しが発生しないよう保持する。

⑶ 有機溶剤、ガソリン、灯油、油性塗料、クレオソート（木材用防腐剤）、シロアリ駆除剤
等に、管や継手部のゴム輪が長期接すると、管・ゴム輪は侵されて、亀裂や膨潤軟化によ
り漏水事故や水質事故を起こすことがあるので、これらの物質と接触させない。

⑷ 接着接合後、通水又は水圧試験を実施する場合、使用する接着剤の施工要領を厳守して、
接着後 12 時間以上経過してから実施する。

問題　44 給水用具に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものは
どれか。

① 甲形止水栓は、止水部が落しこま構造であり、損失水頭は極めて ア 。

② イ は、弁体が弁箱又は蓋に設けられたガイドによって弁座に対し垂直に作動し、
弁体の自重で閉止の位置に戻る構造の逆止弁である。

③ ウ は、給水管内に負圧が生じたとき、逆止弁により逆流を防止するとともに逆
止弁より二次側（流出側）の負圧部分へ自動的に空気を取り入れ、負圧を破壊する機能を持
つ給水用具である。

④ エ は管頂部に設置し、管内に停滞した空気を自動的に排出する機能を持つ給水
用具である。

ア イ ウ エ
⑴ 大きい スイング式逆止弁 吸気弁 空気弁
⑵ 小さい スイング式逆止弁 バキュームブレーカ 玉形弁
⑶ 大きい リフト式逆止弁 バキュームブレーカ 空気弁
⑷ 小さい リフト式逆止弁 吸気弁 玉形弁
⑸ 大きい スイング式逆止弁 バキュームブレーカ 空気弁
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⑴ 大きい スイング式逆止弁 吸気弁 空気弁
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問題　45 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 定水位弁は、主弁に使用し、小口径ボールタップを副弁として組み合わせて使用するも

ので、副弁の開閉により主弁内に生じる圧力差によって開閉が円滑に行えるものである。

イ 仕切弁は、弁体が鉛直方向に上下し、全開、全閉する構造であり、全開時の損失水頭は

極めて小さい。

ウ 減圧弁は、設置した給水管路や貯湯湯沸器等の水圧が設定圧力よりも上昇すると、給水

管路等の給水用具を保護するために弁体が自動的に開いて過剰圧力を逃し、圧力が所定の

値に降下すると閉じる機能を持っている。

エ ボール止水栓は、弁体が球状のため 90°回転で全開、全閉することのできる構造であり、

全開時の損失水頭は極めて大きい。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 正

⑵  正 正 誤 誤

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 正 誤 正

⑸  誤 誤 誤 正
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問題　46 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア ホース接続型水栓には、散水栓、カップリング付水栓等がある。ホース接続が可能な形

状となっており、ホース接続した場合に吐水口空間が確保されない可能性があるため、水

栓本体内にばね等の有効な逆流防止機能を持つ逆止弁を内蔵したものになっている。

イ ミキシングバルブは、湯・水配管の途中に取り付けて、湯と水を混合し、設定温度の湯

を吐水する給水用具であり、 2 ハンドル式とシングルレバー式がある。

ウ 逆止弁付メーターパッキンは、配管接合部をシールするメーター用パッキンにスプリン

グ式の逆流防止弁を兼ね備えた構造であるが、構造が複雑で 2 年に 1 回交換する必要があ

る。

エ 小便器洗浄弁は、センサーで感知し自動的に水を吐出させる自動式とボタン等を操作し

水を吐出させる手動式の 2 種類あり、手動式にはピストン式、ダイヤフラム式の二つのタ

イプの弁構造がある。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 誤 正 正

⑷  誤 正 正 誤
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問題　47 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 二重式逆流防止器は、個々に独立して作動する第 1 逆止弁と第 2 逆止弁が組み込まれて

いる。各逆止弁はテストコックによって、個々に性能チェックを行うことができる。

イ 複式逆止弁は、個々に独立して作動する二つの逆止弁が直列に組み込まれている構造の

逆止弁である。弁体は、それぞればねによって弁座に押しつけられているので、二重の安

全構造となっている。

ウ 吸排気弁は、給水立て管頂部に設置され、管内に負圧が生じた場合に自動的に多量の空

気を吸気して給水管内の負圧を解消する機能を持った給水用具である。なお、管内に停滞

した空気を自動的に排出する機能を併せ持っている。

エ 大便器洗浄弁は、大便器の洗浄に用いる給水用具であり、また、洗浄管を介して大便器

に直結されるため、瞬間的に多量の水を必要とするので配管は口径 20 mm 以上としなけ

ればならない。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 正 正

⑵  誤 正 誤 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  正 正 正 誤

⑸  正 誤 正 正
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問題　48 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ダイヤフラム式ボールタップの機構は、圧力室内部の圧力変化を利用しダイヤフラムを
動かすことにより吐水、止水を行うものであり、止水間際にチョロチョロ水が流れたり絞
り音が生じることがある。

⑵ 単式逆止弁は、1 個の弁体をばねによって弁座に押しつける構造のものでⅠ形とⅡ形が
ある。Ⅰ形は逆流防止性能の維持状態を確認できる点検孔を備え、Ⅱ形は点検孔のないも
のである。

⑶ 給水栓は、給水装置において給水管の末端に取り付けられ、弁の開閉により流量又は湯
水の温度調整等を行う給水用具である。

⑷ ばね式逆止弁内蔵ボール止水栓は、弁体をばねによって押しつける逆止弁を内蔵した
ボール止水栓であり、全開時の損失水頭は極めて小さい。

問題　49 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 貯湯湯沸器は、有圧のまま貯湯槽内に貯えた水を直接加熱する構造の湯沸器で、給水管
に直結するので、減圧弁及び安全弁（逃し弁）の設置が必須である。

イ 電気温水器は、熱源に大気熱を利用しているため、消費電力が少ない湯沸器である。

ウ 地中熱利用ヒートポンプシステムには、地中の熱を間接的に利用するオープンループと、
地下水の熱を直接的に利用するクローズドループがある。

エ 太陽熱利用貯湯湯沸器のうち、太陽集熱装置系と水道系が蓄熱槽内で別系統になってい
る二回路型と、太陽集熱装置系内に水道水が循環する水道直結型は、給水用具に該当する。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 誤 正
⑵  誤 誤 正 誤
⑶  誤 正 誤 誤
⑷  正 誤 正 正
⑸  正 誤 誤 正
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問題　48 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。
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水の温度調整等を行う給水用具である。

⑷ ばね式逆止弁内蔵ボール止水栓は、弁体をばねによって押しつける逆止弁を内蔵した
ボール止水栓であり、全開時の損失水頭は極めて小さい。

問題　49 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 貯湯湯沸器は、有圧のまま貯湯槽内に貯えた水を直接加熱する構造の湯沸器で、給水管
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エ 太陽熱利用貯湯湯沸器のうち、太陽集熱装置系と水道系が蓄熱槽内で別系統になってい
る二回路型と、太陽集熱装置系内に水道水が循環する水道直結型は、給水用具に該当する。

ア イ ウ エ
⑴  正 正 誤 正
⑵  誤 誤 正 誤
⑶  誤 正 誤 誤
⑷  正 誤 正 正
⑸  正 誤 誤 正
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問題　50 浄水器に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

浄水器は、水栓の流入側に取り付けられ常時水圧が加わる ア 式と、水栓の流出側

に取り付けられ常時水圧が加わらない イ 式がある。

イ 式については、浄水器と水栓が一体として製造・販売されているもの（ビルトイ

ン型又はアンダーシンク型）は給水用具に該当 ウ 。浄水器単独で製造・販売され、

消費者が取付けを行うもの（給水栓直結型及び据え置き型）は給水用具に該当 エ 。

ア イ ウ エ

⑴ 先止め 元止め する しない

⑵ 先止め 元止め しない する

⑶ 元止め 先止め する しない

⑷ 元止め 先止め しない する

問題　51 直結加圧形ポンプユニットに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 製品規格としては、JWWA B 130：2005（水道用直結加圧形ポンプユニット）があり、

対象口径は20mm～75mmである。

⑵ 逆流防止装置は、ユニットの構成外機器であり、通常、ユニットの吸込側に設置するが、

吸込圧力を十分確保できない場合は、ユニットの吐出側に設置してもよい。

⑶ ポンプを複数台設置し、1台が故障しても自動切替えにより給水する機能や運転の偏り

がないように自動的に交互運転する機能等を有していることを求めている。

⑷ 直結加圧形ポンプユニットの圧力タンクは、停電によりポンプが停止したときに水を供

給するためのものである。

⑸ 直結加圧形ポンプユニットは、メンテナンスが必要な機器であるので、その設置位置は、

保守点検及び修理を容易に行うことができる場所とし、これに要するスペースを確保する

必要がある。
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問題　52 水道メーターに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水道メーターの計量方法は、流れている水の流速を測定して流量に換算する流速式（推

測式）と、水の体積を測定する容積式（実測式）に分類される。わが国で使用されている水

道メーターは、ほとんどが流速式である。

イ 水道メーターは、許容流量範囲を超えて水を流すと、正しい計量ができなくなるおそれ

があるため、適正使用流量範囲、瞬時使用の許容流量等に十分留意して水道メーターの呼

び径を決定する必要がある。

ウ 可逆式の水道メーターは、正方向と逆方向からの通過水量を計量する計量室を持ってお

り、正方向は加算、逆方向は減算する構造である。

エ 料金算定の基礎となる水道メーターは、計量法に定める特定計量器の検定に合格したも

のを設置する。検定有効期間が 8 年間である。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 正 誤 誤

⑶  正 正 誤 正

⑷  誤 誤 正 誤

⑸  正 正 正 正
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問題　53 水道メーターに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア たて形軸流羽根車式は、メーターケースに流入した水流が、整流器を通って、垂直に設

置された螺旋状羽根車に沿って流れ、水の流れがメーター内で迂流するため損失水頭が小

さい。

イ 水道メーターの表示機構部の表示方式は、計量値をアナログ表示する円読式と、計量値

をデジタル表示する直読式がある。

ウ 電磁式水道メーターは、羽根車に永久磁石を取り付けて、羽根車の回転を磁気センサー

で電気信号として検出し、集積回路により演算処理して、通過水量を液晶表示する方式で

ある。

エ 接線流羽根車式水道メーターは、計量室内に設置された羽根車に噴射水流を当て、羽根

車を回転させて通過流量を積算表示する構造である。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 正 誤 正
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問題　54 給水用具の故障と対策に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水栓を開閉する際にウォーターハンマーが発生するので原因を調査した。その結果、水

圧が高いことが原因であったので、減圧弁を設置した。

⑵ ピストン式定水位弁の故障で水が出なくなったので原因を調査した。その結果、スト

レーナーに異物が詰まっていたので、新品のピストン式定水位弁と取り替えた。

⑶ 大便器洗浄弁から常に大量の水が流出していたので原因を調査した。その結果、ピスト

ンバルブの小孔が詰まっていたので、ピストンバルブを取り外し、小孔を掃除した。

⑷ 小便器洗浄弁の吐水量が少なかったので原因を調査した。その結果、調節ねじが閉め過

ぎだったので、調節ねじを左に回して吐水量を増やした。

⑸ ダイヤフラム式ボールタップ付ロータンクのタンク内の水位が上がらなかったので原因

を調査した。その結果、排水弁のパッキンが摩耗していたので、排水弁のパッキンを交換

した。
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問題　55 給水用具の故障と対策に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア ボールタップ付ロータンクの故障で水が止まらないので原因を調査した。その結果、弁

座への異物のかみ込みがあったので、新しいフロート弁に交換した。

イ ダイヤフラム式定水位弁の水が止まらないので原因を調査した。その結果、主弁座への

異物のかみ込みがあったので、主弁の分解と清掃を行った。

ウ 小便器洗浄弁で少量の水が流れ放しであったので原因を調査した。その結果、ピストン

バルブと弁座の間への異物のかみ込みがあったので、ピストンバルブを取り外し、異物を

除いた。

エ 受水槽のオーバーフロー管から常に水が流れていたので原因を調査した。その結果、

ボールタップの弁座が損傷していたので、パッキンを取り替えた。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 誤 正

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 誤 正 正
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給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　56 給水装置工事の施工管理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれ

か。

ア 施工計画書には、現地調査、水道事業者等との協議に基づき、作業の責任を明確にした

施工体制、有資格者名簿、施工方法、品質管理項目及び方法、安全対策、緊急時の連絡体

制と電話番号、実施工程表等を記載する。

イ 水道事業者、需要者（発注者）等が常に施工状況の確認ができるよう必要な資料、写真の

取りまとめを行っておく。

ウ 施工に当たっては、施工計画書に基づき適正な施工管理を行う。具体的には、施工計画

に基づく工程、作業時間、作業手順、交通規制等に沿って工事を施工し、必要の都度工事

目的物の品質確認を実施する。

エ 工事の過程において作業従事者、使用機器、施工手順、安全対策等に変更が生じたとき

は、その都度施工計画書を修正し、工事従事者に通知する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  誤 正 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 正 正 正



 ● Vol.23  No.1  2022. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

65

13

問題　57 給水装置工事における工程管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者は、常に工事の進行状況について把握し、施工計画時に作成し

た工程表と実績とを比較して工事の円滑な進行を図る。

⑵ 配水管を断水して給水管を分岐する工事は、水道事業者との協議に基づいて、断水広報

等を考慮した断水工事日を基準日として天候等を考慮した工程を組む。

⑶ 契約書に定めた工期内に工事を完了するため、図面確認による水道事業者、建設業者、

道路管理者、警察署等との調整に基づき工程管理計画を作成する。

⑷ 工程管理を行うための工程表には、バーチャート、ネットワーク等がある。

問題　58 給水装置工事における使用材料に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせ

のうち、適当なものはどれか。

水道事業者は、 ア による給水装置の損傷を防止するとともに、給水装置の損傷の

復旧を迅速かつ適切に行えるようにするために、 イ から ウ までの間の給水

装置に用いる給水管及び給水用具について、その構造及び材質等を指定する場合がある。し

たがって、給水装置工事を受注した場合は、 イ から ウ までの使用材料につ

いて水道事業者 エ 必要がある。

ア イ ウ エ

⑴ 災害等 配水管への取付口 水道メーター に確認する

⑵ 災害等 宅地内 水道メーター の承認を得る

⑶ 品質不良 配水管への取付口 末端の給水器具 の承認を得る

⑷ 品質不良 宅地内 水道メーター の承認を得る

⑸ 災害等 配水管への取付口 末端の給水器具 に確認する
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問題　59 公道における給水装置工事の安全管理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

ア 工事中、火気に弱い埋設物又は可燃性物質の輸送管等の埋設物に接近する場合は、溶接

機、切断機等火気を伴う機械器具を使用しない。ただし、やむを得ない場合は、所管消防

署と協議し、保安上必要な措置を講じてから使用する。

イ 工事の施行に当たっては、地下埋設物の有無を十分に調査するとともに、近接する埋設

物がある場合は、道路管理者に立会いを求めその位置を確認し、埋設物に損傷を与えない

よう注意する。

ウ 工事の施行に当たって掘削部分に各種埋設物が露出する場合には、防護協定などを遵守

して措置し、当該埋設物管理者と協議のうえで適切な表示を行う。

エ 工事中、予期せぬ地下埋設物が見つかり、その管理者がわからないときには、安易に不

明埋設物として処理するのではなく、関係機関に問い合わせるなど十分な調査を経て対応

する。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 正 誤 誤

⑶  誤 誤 正 正

⑷  正 正 誤 正

⑸  正 誤 正 誤
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15

問題　60 次のア～オの記述のうち、公衆災害に該当する組み合わせとして、適当なものはどれか。

ア 水道管を毀
き

損したため、断水した。

イ 交通整理員が交通事故に巻き込まれ、死亡した。

ウ 作業員が掘削溝に転落し、負傷した。

エ 工事現場の仮舗装が陥没し、そこを通行した自転車が転倒し、負傷した。

オ 建設機械が転倒し、作業員が負傷した。

⑴ アとウ

⑵ アとエ

⑶ イとエ

⑷ イとオ

⑸ ウとオ
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ྩ̏年給水ஔ事ओٕज़ऀݧࢼਖ਼൪߸Ұཡ

ֶ Պ ࢼ ݧ ̍ ɹ
Պ໊ ൪߸ ਖ਼൪߸ Պ໊ ൪߸ ਖ਼൪߸
ެऺӴੜ
֓

� 1 4 ਫஔڅ
ͷߏٴ
ͼੑ

�20 4
� 2 � �21 �
� � 1 �22 �

ਫಓߦ � 4 2 �2� �
� � � �24 1
� 6 2 �2� �
� � 4 �26 4
� 8 4 �2� �
� � 4 �28 1

ਫஔڅ
๏ࣄ

�10 � �2� �
�11 � ਫஔڅ

ըܭ
��0 �

�12 1 ��1 2
�1� � ��2 4
�14 4 ��� 1
�1� 1 ��4 4
�16 2 ��� 2
�1� � ਫஔڅ

ࣄࣄ


��6 4
�18 � ��� 2
�1� � ��8 4

��� �
�40 �

ֶ Պ ࢼ ݧ ̎ ɹ
Պ໊ ൪߸ ਖ਼൪߸ Պ໊ ൪߸ ਖ਼൪߸
ਫஔڅ
ͷ֓ཁ

�41 � ਫஔڅ
ཧࢪ
๏

��6 �
�42 2 ��� �
�4� 4 ��8 1
�44 � ��� �
�4� 2 �60 2
�46 2
�4� 4
�48 1
�4� �
��0 1
��1 4
��2 �
��� �
��4 2
��� 1
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財団ニュース①

ྩ元年��݄�日にվਖ਼水道法が施行され、指定給水装置工事事業者の�年更新੍が導入されま
した。それに伴って更新時に、その工事事業者がબした給水装置工事ओ技術者が、最新の技術や
੍をशಘするためのݚमに参Ճしたかどうかについて、水道事業者から֬ೝがٻめられることにな
りました。
当ࡒ団では、これまでもओ技術者をରとしたFラーχンάシステムݚमを行うと同時に、Fラー

χンάテキスτٴͼ学श果ݧࢼ題をຖ年更新することにΑるݚमのॆ実、ݚमػձの֬อをਤっ
てきましたが、こうした੍վਖ਼等にରԠして、ྩ元年�݄からこれまでൃ行してきた技術者ূの
༗ޮ期間を�年とするとともに、技術者ূの更新に際して、ओ技術者にड講していただくશࠃ統一
的な新たなFラーχンάݚमٴͼ現地ݚमձを։࢝しました。
水道՝௨でࣔされた事߲ہमձの内༰は、ྩ元年�݄2�日、ްੜ労ಇলҩༀ・ੜ活Ӵੜݚ

（Լઢ）を基ຊに、さらに当ࡒ団内に関係団体を委һとする「給水装置工事ओ技術者の技術のҡ࣋・
向上のための講शに関する検討ձ」をઃ置してఏҊされたओ技術者としてशಘしておくことがま
しい߲目を追Ճし、Լهのとおりとしています。
（�）水道法
水道法の目的、վਖ਼水道法の֓要等について

（2）給水装置工事ओ技術者の৬務とׂ
指定給水装置工事事業者੍、ओ技術者のׂ等について

（�）給水装置のߏٴͼ材࣭
給水装置のߏٴͼ材࣭の基準֓要、給水ٴͼ給水用۩のੑ基準、給水装置のシステム基準等

について

（4）給水装置の事ނ事例とରࡦ技術
についてࢭൃ࠶ରԠやނ事例、事ނクϩスίωクシϣン等の事・ذޡ

（�）給水装置工事におけるཹҙ事߲
給水の取ग़し・合等のཹҙ事߲、道࿏۷工事での事ނࢭ、҆શ理等について

（�）給水装置のҡ࣋理
給水装置のނো・異ৗのݪҼとमસ工事法等について

（�）給水装置ٴͼ給水装置工事法に関する最新の技術ใ
スマーτ水道ϝーλー、౦日ຊ大ࡂ給水装置ඃঢ়گௐ査ใࠂ等について

給水装置ओ技術者ݚम現地ݚमձにおけるྩ�年の実施結果（ྩ�年�2݄24日現ࡏ）はද1、
ྩ�年の実施予定（ྩ�年�2݄24日現ࡏ）はද2の௨りです。

給水ஔ工事ओ技術ऀݚमݱ�ݚमձ
ྩ̏ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ
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（ྩ �年�2݄24日現ࡏ）

։࠵道県 ։࠵市 ։࠵日 ։࠵場所 डߨ者
（ਓ）

� ಸྑ県 ಸྑ市 ྩ �年��݄ � 日（Ր） ϗテルɹリΨーϨय़日 2�

2 ෞ県ذ ෞ市ذ ྩ �年��݄ � 日（金） ෞ県間ઃඋձؗɹ�֊ձٞࣨذ 2�

� լ県࣎ 市 ྩ �年��݄�2日（Ր）市ཱ市ຽަྲྀϓラβ（大ձٞࣨ） ç�

4 ઍ༿県 ઍ༿市 ྩ �年�2݄2�日（） ઍ༿県水道ձؗ �4

表 1　令和 3年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施݁Ռ

（ྩ �年�2݄24日現ࡏ）
։࠵道県 ։࠵市 ։࠵日 ։࠵場所

� 手県ؠ 上市 ྩ 4年 2݄��日（） 上市จ化ަྲྀηンλーさくらϗール

2 県ۄ࡛ さいたま市 ྩ 4年 2݄��日（） 県工事ձؗۄ࡛ �֊大ձٞࣨ

� ས県ࢁ 市ߕ ྩ 4年 2݄��日（金） སࢁ業లࣔަྲྀؗアイϝοη࢈ས県ཱࢁ

4 県ߴ 市ߴ ྩ 4年 2݄2�日（） ϙリテクηンλーߴ

� ҵ県 水ށ市 ྩ 4年 �݄ 4日（金） アμスτリアみとアリーφ
（౦෦ӡ動ެԂ体ҭؗձٞࣨ）

� 県 市 ྩ 4年 �݄��日（） ౦෦ড়化ηンλー

表 2　令和 3年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施༧定
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財団ニュース②

給水ஔ工事技ݕఆձ
ྩ̏ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当ࡒ団は、水道法施行規ଇ��の2߲でࣔされた「దに࡞業を行うことがで
きる技を༗する者」をཆするため、給水装置工事技検定ձを։࠵して
います。同検定ձは学Պ՝ఔと実技՝ఔでߏしており、実技՝ఔでは༗ѹの
水（μクλイルரమП��NN）のαドル水ખの取け、手動式ઠػ
にΑる水のذઠٴͼ給水�छ（ᶃϙリΤνϨンೋ、ᶄ࣭ߗϙリ
Ԙ化Ϗχル、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχルライχンά߯またはステンϨス߯߯）の
அ・合・組ཱに関する技Ϩϕルを定する「શࠃඪ準検定」を行っています。
水道事業体が実施した給水装置の技の実技に関するݧࢼ合֨者・講शձम
了者などは、実技՝ఔにおける給水のஅ・合・組ཱの࡞業を໔আし、ذ
ઠのみのड検もՄです。
શࠃඪ準検定の΄か、水道水用ϙリΤνϨンのαドル水ખ（ரమ）
の取け・ذઠٴͼ༥ண合に関する技Ϩϕルを定する「ϙリΤνϨン
検定」、શࠃඪ準検定にؚまれない内༰で、։࠵地の要に基ͮく検定を行う
「地域オϓシϣン検定」も行っています。
給水装置工事技検定ձにおけるྩ�年の実施結果（ྩ�年�2݄24

日現ࡏ）は表1、ྩ �年の実施予定（ྩ�年�2݄24日現ࡏ）は表2の௨りです。

（ྩ �年�2݄24日現ࡏ）

։࠵道県 ։࠵市 ։࠵日 ։࠵場所 ड検者
（ਓ）

� 県ޱࢁ Ӊ෦市 ྩ �年��݄ 2 日（） Ӊ෦工事ڠ同組合ձؗ �4
2 Ԭ県 Ԭ市 ྩ �年��݄ � 日（Ր） Ԭ市水道技術ݚमॴ �4
� ࢁ県 ࢁ市 ྩ �年��݄�4日（） ࢁ市工事ڠ同組合ձؗ ��

4 県ܗࢁ 市ܗࢁ ྩ �年��݄�4日（） म施ઃݚ市上Լ水道施ઃ理ηンλー技術ܗࢁ ��

� 新ׁ県 新ׁ市 ྩ �年��݄��日（） 新ׁ市水道ہ水道ݚमηンλー ��

� 広島県 広島市 ྩ �年��݄ � 日（）
ɹɹɹɹɹɹ �日（日）

広島市指定上Լ水道工事業
同組合ڠ 44

� ੨県 ീށ市 ྩ �年��݄ � 日（） ീݍށ域水道技術ݚमηンλー 42
� լ県ࠤ լ市ࠤ ྩ �年��݄ � 日（） ਆୈೋড়水ہլ市上Լ水道ࠤ ��

� լ県࣎ 大市 ྩ �年��݄ � 日（）ಠߴ） ・ྸোٻ・৬者ޏ用ࢧԉߏػ
（ϙリテクηンλー࣎լ） �4

�� 手県ؠ Ֆר市 ྩ �年��݄�2日（金） Ֆר৬業܇࿅ڠձ ��
�� ੩Ԭ県 ੩Ԭ市 ྩ �年��݄��日（） ੩Ԭ市上Լ水道ہড়水 �4
�2 香川県 দ市ߴ ྩ �年��݄2�日（） 香川県広域水道企業団川ఴড়水 ��

表 1　令和 3年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施݁Ռ
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（ྩ �年�2݄24日現ࡏ）

։࠵道県 ։࠵市 ։࠵日 ։࠵場所

� ळ田県 ळ田市 ྩ 4年 2݄��日（） ळ田市上Լ水道ہਔҪ田ড়水ݚम౩

2 Ҫ県 Ҫ市 ྩ 4年 2݄��日（） Ҫ࢈業技術ઐ学Ӄ

� ฌݿ県 田市ࡾ ྩ 4年 �݄ �日（） मηンλー実शݚઃ技ݐ田ࡾ

4 ਆಸ川県 ւ名市 ྩ 4年 �݄ �日（） ਆಸ川県工事業ڠ同組合「県水ձؗ」

� ಸྑ県 町ࡾ ྩ 4年 �݄��日（日） ಸྑ県ཱߴ等技術ઐߍ

表 2　令和 3年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施༧定

新ܕίϩφイルスײછのӨڹをडけ、給水装置工事ओ技術者ݚम現地ݚमձなら
ͼに給水装置工事技検定ձにおいても、։࠵をԆ期またはதࢭしたձもありまし
た。
当ࡒ団では、給水装置工事技者のཆという務を果たすため、新ܕίϩφイルス
मձならݚम現地ݚをపఈした上で、ओ技術者ࡦછରײ、છの動向を注視しつつײ
ͼに技検定ձをՄな限りଟくのձで։࠵してまいりたいと考えています。҆
શ・దਖ਼な給水装置工事を実現するためには水道քが一ؙとなったରԠがٻめられます。
関係֤Ґのごྗڠをおئいகします。

Λ࠵ఆձɹ水ಓքҰؙͰ։ݕमձʗ技ݚݱ
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
ʢྩ̏��݄ʙ��݄ʣ

��݄ɹ�ʢʣ 給水装置工事配管技能検定会（山口県）� 宇部管工事協同組合会館
��݄ɹ�ʢՐʣ 　　　　　　〃　　　　　　（福岡県）� 福岡市水道技術研修所

ʏ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（奈良県）
ホテルリガーレ春日野

��݄ɹ�ʢۚʣ 　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 （岐阜県）
岐阜県管設備会館（3階会議室）

ʏ 第 2回給水管分岐部に係る給水配管の耐震性評価と指標作成検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

��݄ ��ʢՐʣ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（滋賀県）
草津市立市民交流プラザ（大会議室）

��݄ ��ʢʣ 給水装置工事配管技能検定会（富山県）� 富山市管工事協同組合会館

ʏ 　　　　　　〃　　　　　　 （山形県）
山形市上下水道施設管理センター技術研修施設

��݄ ��ʢʣ 　　　　　　〃　　　　　　 （新潟県）� 新潟市水道局水道研修センター
��݄ ��ʢʣ 令和 3年度給水装置工事主任技術者試験

��݄ɹ�ʢʣ

給水装置工事配管技能検定会（広島県）
広島市指定上下水道工事業協同組合

　　　　　　〃　　　　　　 （青森県）� 八戸圏域水道技術研修センター
　　　　　　〃　　　　　　 （佐賀県）�佐賀市上下水道局神野第二浄水場
　　　　　　〃　　　　　　 （滋賀県）
� 独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（ポリテクセンター滋賀）

��݄ɹ�ʢʣ 給水装置工事配管技能検定会（広島県）
広島市指定上下水道工事業協同組合

��݄ ��ʢʣ 第 58回機関誌編集委員会� 財団会議室（オンライン併用）

��݄ ��ʢۚʣ 令和 3年度第 2回給水装置工事主任技術者試験委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

ʏ 給水装置工事配管技能検定会（岩手県）� 花巻職業訓練協会

��݄ ��ʢਫʣ 第 1回給水用ポリエチレン管の経年劣化に関する調査検討委員会
財団会議室（オンライン併用）

��݄ ��ʢʣ 給水装置工事配管技能検定会（静岡県）� 静岡市上下水道局門屋浄水場
��݄ ��ʢʣ 　　　　　　〃　　　　　　 （香川県）�香川県広域水道企業団川添浄水場
��݄ ��ʢՐʣ 令和 3年度給水装置工事主任技術者試験合格発表
��݄ ��ʢʣ 給水装置工事主任技術者研修　現地研修会（千葉県）� 千葉県水道会館
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集

　

後
記■今号の特集では、「給水装置における広

域連携の事例を追う」と題して、事業統
合に伴い施工基準を統一した香川県広域
水道企業団、近隣の 4市 2町の給・排水工事事業者
の指定・更新等の手続きを一元化した金沢市、県内
の自治体と連携して給排水工事オンライン申請シス
テムの導入検討を進める豊田市の事例を紹介しまし
た。金沢市の事例は地方自治法の「事務の委託」を
活用することで、水道法の規定をクリアしながら、
給水工事事業者の指定・更新等に係る事務の権限を
委譲できるという新たなスキームであり、注目が集
まりそうです。実際に取材した当日には、関西地方
で先進的な取組みを行っている都市が視察に訪れて
いました。
■金沢市は、給排水工事の申請・審査手続き等の共
同化についても検討していますが、市町ごとの施行
基準や使用材料などが異なっており、実現に向けた

ハードルは低くなさそうです。事業統合の
以前から統一に向けた検討を行っていた香
川県でさえ、統一までに事業統合から数年

間の期間を要していることを考えると、一筋縄では
行かないことが伺えます。豊田市においても、その
辺でご苦労されているのではないかと推察します。
今後の動向に注目が集まりそうです。
■給水負荷の算定法について掲載してきた給水装置
技術講座は今号で終了となります。最終回となる今
回は、広島大学の村川名誉教授らに「新しい給水（給
湯）負荷算定法」について解説していただきました。
計算式の根拠等を理解するのは難しいかもしれませ
んが、算定結果などを見ながら参考にして頂ければ
と思います。技術講座では、次号以降も時宜に沿っ
たテーマを取り上げていく予定ですので、乞うご期
待ください。
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給水管࿏のҠઃઃସ͑ͳͲ
Ϗルメンテφンスに࠷దʂ
JSスτッύー水をࢭΊͣにઃஔՄです。

【 特 長 】
●真上穿孔横取り出しの為、掘削土量が減少します。
●上方向1口、横方向2口の計3口分岐が設けられているため、今まで
ヤノT字管S型で二条配管を行っていた箇所は、本製品1台で対応可
能となります。（T字管1個から最大3口分岐を設けることが可能）
●分岐が不要な口にはSUNキャップで閉止可能です。
　（SUNキャップは2個付属）
●シーバーバルブ1箇所で3口全ての開閉操作をします。
●穿孔機材はヤノT字管S型と同じです。
●接合ネジは全てSUN（外ネジ型）です。

【 特 長 】
●弁を全開状態で取り付けるため、
取付工事の日時が自由に設定で
きます。
●給水管の上部を穿孔するため給
水管を分断することがなく強度
を保ち将来に不安を残しません。 ྃࢪ

JSスτッύー







給水配水一体化システム
給水管引き込み部耐震化の実現 既設管との確実な接合を実現するJIS外径寸法

従来管路との高い互換性・新旧の高い視認性 長寿命な配水・給水システムを実現

給水配水の融着一体化ご採用事例（JIS外径）
給水人口（千人） 採用事業体数

'10
年以前

'11
年

'12
年

'13
年

'14
年

'15
年

'16
年

'17
年

'18
年 '19

年
'20

年

'21年
9月

末

本採用
採用給水人口

採用事業体数
本採用
本採用+テスト

本採用+テスト
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EFソケット EF90°
エルボ

EFスクリュージョイント

止水機能付き
プラグ
（メンテ可能）

EFプラグ付サドル

サドル分岐

配水管

エスロハイパーAW（JIS外径寸法）

エスロハイパーJW

給水管

配水管～水道メーター手前まで

『水道の耐震・長寿命化』を実現。

簡単装着で
取外し不要

クランプ付EF継手で
施工のスピードアップに
貢献します!
φ30,φ40,φ50にも
2021年7月同梱開始

かんたんクランプ
φ20～φ50品揃え

かんたん取り付け、取り外し
不要で施工スピードアップ

本管呼び径φ50，75を品揃え（φ100,150も企画中）

2021年
4月

発売開始 サドルかんたんクランプ
EFプラグ付サドル用

青ポリ（JIS外径）融着本採用
二層管（JIS外径）融着本採用
青ポリ融着テスト採用、
二層管融着テスト採用

全国のご採用事業体様

関東圏拡大関東圏拡大
7 9 9 11 13
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2201_SS07_エスロハイパーAW給水システム_H250W170_4C

https://www.qso.co.jp/
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